
企業化試.験

 1.ハマチ編製企業化試験

 本試験は年々増加する養殖ハマチの魚価維持を図るため・生鮮魚以外への利用法とじセ;.業界の
 要請により、前軸1j試験結課に基づき,製法指導を実施すると共に鰻製品と差与鳩舎に捨ける市
 場性並びに企業採算性につき検討した。
 実施時期昭和42年2月16目～3月5目

 設備一鰯製室2j
実施要領

 試料養殖ハマチ128.4切(112尾〕
 平均体長394αグ平均体重1,030身

魚体組成水分量65,10第,粗脂肪量12.7案
 ω原料調理・塩漬

 原料は死後硬直中の新鮮なものを使胴し,前報1〕に従い.贋姶調理後,30第塩をもって撒

 塩漬とし・漬込暇1叩閥と.し・甑後・日目にキ下演替え・船体が完全に混るよ1飽和
 塩水を追加した。一

 な拾,使用塩に対し†詰添カロ物を混合浸潰した。

 (2j塩漬.風乾

 前報1)に準じ・塩漬後興体表面を洗浄・
 星式乾燥機で30～35p2時間風乾し走。
 ㈹煉乾

 次のように煉乾放冷を行なった。

 50勇重量水で19時間溜水脱塩の後.懸垂,南

         区分月日外気温焼室温火床熱源・火数・量時間
         月日2.28℃完         一次煽乾12黎℃第187アI'1.3×0.2×0.12鋸履畑6時間10

         二次・51135ア一16802.6×O.2×0.12821

         165ア1772235ア勿フ55-2×0.2xは2.1・161048         3.2三次・3.3一十、、四次・3.5一17891ア8924フ8.24ア82.6×口.2x0.12,1,135・22
 (4〕仕上げ

 前報1〕同様,ソ火ビン酸了ルゴール溶液で清浄,サラダ油塗布,1尾あてセロファン包装と

 一315」一.



 した。

 (5j各二ロ程申に着ける重量変化

    区分数疑原料比調理後比

    原・料..128.4切100%
    一一

    調理後..一1-054.82.310・0第

    塩漬後I81.563.47ア4

    脱塩後・9.4.5・'ア3.68%

    風乾後84種・二6.5-3ア・96

    製品62.748.85.951

 ÷記のと拾り最帯讐晶歩留ぱ4&戸第下前報1,の歩留5、=1%より若干落ちているが,煉乾操
 作を前報と対比するキ1・～・・℃・・時間に対し・今回1・㌻・.・pl・1時間と爆乾時間の延
 長によ苧煉乾適度の傾向がみられ,燃乾中の乾燥が適正に行われたキ緯われる。
原価構成

      区分品名単価数量金額.      原細ハ.マチ佃450円128.4切5ス780円竺、、。一
      食塩"185191・8      硝石"16031044960一■'''■^'一L.一一■一'I1

      副分散性B亘丁・1,80021・.3ア80
      I■一

      一ソルビン酸カリ"1,口00.104."104

      材タリ.ン酸"600104"62.601.5695D

      サラダ1油"250180"..45
      料アルコール"640.540・.346

      ソルビニ/酸〃1,200一5.4〃■一1650
      燃薪東ミ55束.1ア5
      鋸一.暦俵503俵150.525

      料木炭佃405切200
      包装七日フプソ枚一・11528枚^乃20j'420

      雑ガーゼm1815m一270

      費雑費尾511÷丁蒜830.      人件費人件費名1,00014,000

      註75,124.50
      製品数量62.7切.112尾

      生産原価i≡、.1,侮当t199円30      I1尾当6ア1円3ア

 竺、、。一

1

人件費稼動時間

 調理ア名×2時間=14時間

 漬替2名×1時間=2時間

 風乾懸垂・5名×2時間=10時間

 煽乾1名×51時間=51時間

一3-16一



 洗浄脱塩5名×2時間=1-0時間仕上げ5名×5時間=25時間
 計112時間÷8時間=14名

 ㈹製品について・

 最終製品に捺ける水分量は35.9系,粗脂肪量22.1第で外観、食味共に理想的な製品の単産
 をみた。多脂肪魚原料を使用した編製晶製造においてよくみられる・塩漬不足・乾燥不適正など
 の欠陥もなく商品価値ある製品であった。な春,」部製品の中に試食結果によると脱塩不足の声
 もきかれたが.これば市場に拾ける消費者の感覚によるべきものであり.叉今回包装形態を1尾
 あてセ■フフン包装としたが.半片叉はスライスにすべきか,あるいは真空包装により保存性を
 附与すべきか.これらについても市場に拾ける消費者の感量.販売幾構に左右されると思われる
 ので。市場調査の結果を侯ち.再検討すべきと思われる。
 (7)企業採算性について

 企業探算性については販売価と原価との関係並びに市場性.消費性等今後の調査に僕つ以外.
 現段階では判定し難いが,単にその原価構成からみて1尾当り154円の加工経費となり・この
 娃製品としては若千高過ぎると思われるが,加工経費の80第が人件費である事から作業の習熟
 に』1る人負の削減は当然考えられると共に煩乾作業峡働51時間〕ぱ他の作業と併用した場合
 .用1時間程度の作業とな!〕,!尾当り70^・8G円二1人夫8名,単価600円として〕程度の

 加工賃一までは引下げ可能と考えられる。この程度で止ま、ξとすれば・採算性は十分考えられ肌
 な倉.別項調査部で実施した餌料投与決別によるハマチ養成試験の生産物を原料とする、煉製

 試験を前報に準じて行ない供与餌料が製品に及ぼす影響について試験した。
 試料養殖.ハマチ458.2切(33口尾〕
餌料区分別内訳

 iオ土十七叶計毒
 鯨乾時間112時間放冷時・間104時間

 製品歩留切替区15-2切,5r.9男,混用区8Z3切、52。ア第

 製品は投餌方法による肉質の相違は手捌し難かったが、前年度製品に比し,肉質歎かく,塩漬方

 法,煉乾時間の延長を図る必要が考えられる。
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 飽当〕石神次男、藤田薫.是枝登,木下耕之進・黒木克宣
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 2.サバ燻製試.験

 前年度サバの高度利用化の」翼として,煉製試験を行ない,これが商品化年努めてきたが,更に
 企業的計画鞍促進し・市雛を禁討するため大型秤野■」用によ欄試験を行をつた。
 実施時期昭和41年6月27日～7月7日

=実施要領
 ・ω資料

 .、、,竈児島票中央市場水揚の坤舳、{干均㍗、1切・体重3151ク〕を使用しれ
 別項サバ身割れ防止試験に準じ一調理、一・水洗.調味塩漬・0℃2日後.3時間風乾。鰯液処理の
 後・30～32℃40時間燦乾し、ソルビン酸アルコrレ溶液にて清浄一.タイロンフイルムに封
 入・真空包装製了した。

 13〕各工程中における歩留

   区分葦、非。品処理一方法    一■一一一一■一一'

   .原・料
   ■■一一■一'■.

   調理後33,656.5三枚却水洗水切後'
   調味液浸漬後33,255.8凹■一■一'■'''】'一I一一一一一徹塩漬0℃2日
   ・風乾後28,848.4・南星式乾燥機30.C3時間

   ''■一0一'■一一一■一一凹'I一

   一次臓乾'■26,043.8一一一鰯乾30～5星℃10時間.常温放置14時間
   二次・23.7398一〃

   '■一'三次・玉■0一一I0一一一■一

   〃

   一一一■'一'一'】一''一'■一'一

   休乾12日〕23～2.5C・湿度82%

   四次煩乾1;斗110一一一一■■000凹■…一一臆乾30～32C10時間,常温椥畳14時間   製品  事轟;→
計鰯乾時間40時間.放冷暗問104時間

原価構成

 
        

■

         区分品名単価数量1金額1備考

         風料は十ボ30円595切'1,785円1,ア85円         182.02"36.36・

         副白一砂糖・1302.69グ349ア0
         味の素"9000.2"1801'一一.一一'

         I一一■一I一■一
         '

         材ソルビニ・酸カリ・1,ooo∬6ソ33.60985.26
         タリニ/酸・6口0.84"50.40一一■一■一一一'I一

         了ルコ。一ル"640科100〃64
         ソルビン酸・1,2001〃1.20

         一■'一'

         鰯1液49034270
         一'一一

         包装タイロンフイルム校3250枚750ア50

口318一,



         区分品名単価数量一三一銑一額・・傭∵老
         一一'一

         工賃人件費人1,0002人2.0002,00P
         ■一■一■一一「]

         '薪束一35一2I束70
         燃.桝二俵50・120         鋸'一暦1俵50

         計5,640.26
         一

         製品数量15.2切1本誌158袋
         2本誌92袋一0川

         生産原価初当371」]ヨ46銭1本誌19円4銭
         ≡2本誌28円66・銭

結果

 前項サバ身割れ防止試験に於て市場性ある製品の生産が可能と思われたので・今次企業化試験・
 に拾いて。市場性検討のため,大型煉製室禾■」用による製品化を図ダ市販に供した結果,十分近代
 一食品とし七の商品性が認められた。
 燃し、室温保蔵申の資料ぱ10日経過後に酸敗臭を発生し,不可食の性状を呈した。夏期高温

 .時に拾ける煉製製造は調味法及ぴ煉乾中に拾ける放冷等に一つき検討し、保蔵性附与との関連性を
 1把握する必要がある。
 本試験に拾いては.用塩量及ぴ燦乾I湿度、時間に比し,放冷時間が長きに失した感があり。放

 1冷中資料の自己消化が進み・変敗を招いたものと思われる。
 1担当〕石神次男.藤田無,是枝登、木下耕之隻

 一319τ



 3.シイラ燻製試験

 シイラ煩製にっい下は,昭和39年以降民間加工業者の協力で若干の製品を生産し.一都商品化
 されるに至っているが.原料入手が順調でなく,製品販路について難訓を来たしているので,原料

 .魚の凍結保蔵による確保及ぴ新設煽乾室使用によって量産体勢を高め販路促進資料とするため本試
 験を実施した。

実施時期

実施要領

製法概要

歩留

 昭和41年6月2才日～ア見13日.
 原料シイラは4月26日より.ゴ6片17.弓間鹿児島市中央市場,枕崎市場に力鵡さ
 れたものを本場冷蔵庫に保管し試験資料とした。一
 前蝦1〕に従った。

      、

      区分数量第備考
      一■L一■''凹■o一一一一一一一■1-o一一一一

      シイラ183.8100
      一■一一

      頭切内臓除去後11261
      精肉調理後88.548.2水洗水切後一H

      I■1■一一0一一一一一0-0一一一0一…一0001一一一一■一.一一一

      一調味浸漬後8ア24Z5

      風乾後・69アき79
      …一…一一一一一0一一一…一I一一■一

      皮脚後65.435.610-0男
      一■一一■一一一一一'''凹

      煉乾後33.8218.451.7

      製品29516.1一†一一…一一0一■00■一45=/

 一一一一一H

一製品区分

     区分製品1本当り重量一1袋当り一平均重量一一袋数
     '

     大91{110身

     中71～90

     小51～70

     I二本。詰.3二〇・～5・0・

 
    
1     I計';1、ター、1トー÷㍉…1・・、、.二丁ζフ66='6口211

     一一一一〇一■■1一

     ・“ゴI1….・。.r.一一一..・.、='.1一亨!一」.

原価構成
      一一一

      区分品名数量単価金額備'老

      原料'シイフ183.8佃畑...40.7352円
      一■一

      食.1.塩''5.5一個      副〃.、18.一・.一99.
      白一一秒'糖Z2佃切Hそ30一936

      桐一一'一一II■      I味の素540ク30.9486

      料ソルピソ酸カリ90夕ク190
      一'■■■

      タリ;/サン睾30身'100ダ60138

 一32σL



      アルコール5009500ダ320・'ミ20・.・
      」

      ノルビン酸5891.26
      一^一■^'■■■

      鰯'・液・1。一・縦344'90・270

      サーラダー油一『O・0.9100夕2525.

      包装フイルムψイロン01460枚枚31,380ビンホ→レ10第増

      薪3束束35105
      燃料'一一I一一'一I一
      鋸くず1俵俵5050

      工費人。件・費295個分佃当り902655

      計13,912
      一一■一一

      原価包装製品1贈り1袋当月円円門
      _L472円大4630中3560小27602本誌3b20

 燦乾温度と乾燥歩留

      月日区分外気温と湿度庫内温と湿度      6.29風乾皮剥後・2Z5℃65.3完等外㍗二
      29嬢乾1回復2Z565る31.5℃85.6系ア2891.8192〕.一一一I一』
      30・2国後2538433,286.664181.0い.O-8〕

      7'1・3回復25,393.533.6.84.5555`'一'■■一L一一一一70(1=1.0〕.一■一一I一一一
      2休乾1日後23,583.651464.9.(5・1〕

      3休乾2日後2484.54ア8一一一■I.一一1-6C.3働.6〕■山山^一'一一■一52.口{8.3)      4..嬢乾4回復25-869333.469412

寸
 1・訂]

 ※()内の数掌は経日毎の減量第

考察

 本試料は凍蔵2ヵ月経過物を一割…使用したが・保蔵中に拾ける乾燥・変色により表皮革削装す
 るなどのことがあったが製不時の製品自体の商品価値は生鮮魚使用の場合と相異を認めなか一った。
 従って魚価低落時の買込みによる凍結晶使用によりても十分商品化が可能であるので企業生産上
 考慮すべさである。

文献

 1〕石神.是枝.藤田.木下昭和40年慶鹿水試事業報告書P239
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 4.アユ利用加工試験

 本県における内水面養殖業は逐年上昇を続けているが.養殖業者の一部には澱粉製造業に養殖業
 を兼業し澱粉沈澱槽を禾■」周し,了ユ等の養魚をしているが,澱粉時期には養殖魚の取上げをなし鮮
 魚出荷を余儀なくなさざるを得ない。従って魚価安定を図るため業者よりの加工指導依頼があった

 ので,前年度試験結果1〕に基き業界指導を行ない魚価安定策の一環として本試験を試みた。

 実施時期昭和d1年9月5日～9月13日嬢製試験

 9月9日～9月19日粕漬試験

 。設備嬢製室健坪15.02"鉄筋プロツク嬢,.温鰯。冷嬢室各2.55"～)
 真空包装機1インパルス式L-2型.古川製作所〕

 1アユ鰯一製製造試験

実施要領

 (ユ)資料

 東串良町久野株式会社養魚池より5日早朝フk揚げし.ポリエチレン袋に氷と共に詰め自動車

 使をもって当場に搬入した。原料は死後硬直申の生鮮魚120Kパ平均体重90夕体長182
 榊〕を使用した。

 (2j調理方法

 生鮮原料を腹部割裁,酪,内臓を除去,水洗いをなし下記調味酉己合で撒塩漬けとし冷蔵庫を

 利用し約2日長潰11日漫潰後上下漬替をなす〕。後30実煉淡水溶液に5分漫濱し、乾燥機を
 もって乾燥ほ5℃乏時制後編製室に懸睡.煉乾した口
 煩製室には了ユ1800尾程度収容可能なるも1365尾収容した。

 調味配合割合1漬込魚体重量に対し)

品名

使用量第

 食塩白砂糖率の素一ソルビン酸カ1タ1ンサンコ
6.0 8.0 0.6 0.1  α1」

 ㈹燻乾

 平均温度35℃湿度70～80系を目標に燃料数量を調節し,延べ燥乾42時間.休乾51

 時間を断続的に5日間に亘り行なった。

 1日目2日目3・日目・4日目.5.日目

宥戸手甲午汗引下乾一休亙
 14〕製品

 鱒乾終了したものは1第ソルビン酸アルコール溶液に七表面を清拭し・一・サラダ油を魚体表面
 に薄く塗布後タイrンプブルム(0・1.5×折経ア5×長さ2ア0脚〕に算空包装詰とした。
試験結果

一322_



 ω歩留

 区.分・;...・、数.・量
 原料71・書I・1一一Z」ユ1佃

 調一I理一後一j

調味浸漬後

鰯乾後嘆品)

10b.65

90.55

48.5

第.

100

83.ア

75.41

40.4

 (2j原価構成

    品名単・価数量金額

    アユ佃500円120.1Kg60050円
    ■■■一一■■

    食塩佃186070910926

    白砂糖佃一1008080〃一一一I-1050.40
    ■一一

    味の素夕.9060ア〃546.30
    I一■'一I'一一一■一

    ソルビン酸カリ身1101〃10『
    一1一一'一.タリーソサン8.60101〃60.60一

    I一山一

    燦液佃906000〃540
    一一…'一〇フ.ルゴール'一一一一100864一一    500〃o20

    サラダ'油100925一50〃■■一一一■■'12.50
    一一一一一'1`'一一山一争1.20I一一一一'一■I    ソルビン酸5〃6
    ■`'…一一■■一`

    鋸くず佃2・22切44
    一'一I■■■■山■一一

    新一切913.3切119ア0
    ■II一一一一一一一'一一■'一一一

    タイロンフイルム枚2.72.1430枚389-0

    人一件醤尾当り51365尾682b
    '一'一一I一'

    計。73678.36

    1365袋

    製品一一一一一4富.一5切

    原・・I'・'価・1袋当り54円。.
    侮当り.152,0円

 ㈲鰯乾申に拾ける各懸垂位置の重量変化

 アー測定方法

 燥乾用台車嶋さ2,2m巾、奥行1.3mlに測定用試料27尾を上中下の昔段に懸垂,懸

 垂棒の間隔約70cm左中右。前申後の間隔は約40例の等間隔として懸垂し高段各列9尾づ
 つを一区分とし各燦乾終了後秤量を行なった。な拾測定区分を下記のとおリとした。

 一上,中,下'.・・'上段中段下段各9尾の重量変化

 前;一中.後一…煉乾室手前より前中震側各9尾の重量変化

 左,中,右・・∵煩煙室を正面より見て左中右側各9尾の重量変化

一323一



第1図懸垂図

 イ燻製試料の重量変化

 第1表各試料の重量変化

 第2表各区分毎の重量変化



 第1表は各試料の重量変化を・第2表停
 上中下・前中後・左中'右側の各鰯乾終了時

 における各9尾分の重量変化・一平均歩留を・
 第2,3.4図は各区分の平均歩留を図示

 したものである。

 第2表各次燥乾後による重量裂1化に見られ

 る如く上中下段の乾燥度は僅かではあるが

 下段が良く,次いで上中段の順になつた。

 当初1次燥乾後に拾いては上段が最も良く
 下段に比しO.07,中段に比し0.44%程

 良いが2次鰯乾後に拾いでは下段は上段の

 7915に対し78.53弟と.上段に比し

 0.62第程度I減りが少なく3次.4次煽、乾一

 後においてもその差0.61.α53第と同

 様な歩減りの差でもって燦乾一を終了してい

 る。しかしながらその差ぱ0.5～0.6男の

 差であり総体的に見て上中下段の差ば余り

 ないもの一と考えられる。

 次に前中後列の重量変化を見ると総体的に

 常に前列が純の列を圧していることが歴然

 としている。1次爆.乾後で前列の84.40第

 に対し後列の86.ア4.中列の8949第

 な示し,その差2.34%,5.09弟を示し

 ている砂燃乾を経るに従ってその差も終了
 竈寺にお・いては0.46,1.98第とノドさくな

 っている。とのことぱ試料の乾燥が進むに

 つれて乾燥度の遅い事を示している。次に

 左中右側の変化を見ると各次燦乾終了時共

 右側が他の側を圧している。その差ぱ1次

 煉乾後で僅かであるが右側が左側に対し

 0.28第,中央に対し1.83箔の差を示し

 ている。2次鰯乾以後は右側は中央に対し
 1.8～2.5%左側に対し2.7～“第と歩

 留が低く花っていん上記のことは火床の一

 燃焼経路に影響しているものと思考される。
 以上各区分の重量変化を総括すると上中

 下段の叢は僅かながら下段が良く前中後列

 の差は前列が最も良く左中有則の差は右側

 が最も良いことを表わしている。この差が

 起きた原因として考えられる点は一,下段の

第2図  上中下の重量変化

第3図  前中後の重量変化



 良い理由は火床に距離的に近いことを、

 前列が臭いのは下段同様の理由と煤煙100%

 が燦製室の壁にそって上昇しているも・左

 二機機簑二實＼1一一一一
 。。.“右

 の1二畿下師列右側郷＼
 乾燥効率の良いことを示しそいるが各＼
 区分との差を見ると。確度の差であ・・＼

 簑祭訟1ド＼＼
 14)製品について＼へ
 製品は水分川%,塩分。。%,灰分一＼
 8.8ア%,粗脂肪290%臨物)で食  60L-J一一一一一一一…一し一一一一
 味上美味なるものを得た。内水面養殖・1…2一一3一一4次

 によるアユは特有の風味形態鋪IL珍重.

 される高級魚であるが,煩製化により第4図左中右の重量変化

 アユ特有の風味を失う反面,煤煙特有の芳香で代行出来るものと思われる。貯蔵性美麗さに拾い

 ては4ヵ月経過でも異状は認め左かった。.ス,生産原価は1Kg当り1,520円(1袋平均54円)

 とかなり高いが,あくまでも高級品という名目で販売するならば採算上安定するものと思料する。

 2.了ユ粕漬試験

実一施要領

 ω資料

 12〕調理

 (3〕.塩漬

14)風乾

 ㈲粕漬

 前記煩製資料に準ずる

内厘歳.跳.除去,水洗,水切

 0,025名分散性B白丁複合の20琵食塩に撤塩漬(20℃3時間5℃冷蔵庫45
 時間〕後等葦水で80分間脱塩した。
 脱塩の帯つたもあを乾燥捜で3.8C3時間乾燥
 あらかじめ下記酉己合剤含によ力調味した酒粕を漬込魚体重量の120完量を使用し

 樽申に粕と魚体を相互め漬込み密封7日後積替を行をつた。

調味粕寧.合剤含

 ・三■■
一326一



 16〕製品

 製品は大型アユぱ1尾入、小型アユぱ2畢不とし魚体外郡g調味粕は取除き腹部に粕を詰め一
 タイロンフィルムにて真空包装とした。

歩留一

      区=分数量一第
      鮮魚了ユ3.3切

      '一'凹凸・81.ア・一`一1      調理水洗後2,7

      塩】漬後2.575.7
      一一一'…'`一

      説塩後2.7      '。8!・8,.ゴ
      一・.山一

      風乾後一26P・.ア、...

 
     
i

      1一本漬製晶一鯛味粕共1二一3・8115
      ・j

原価構成

    品1.....名.・...二熟.一.1...倣..“・数..。...愚・..金額

    原料了ユ=...,卵50q+一一一一=脚''100一3300ク    板一泊1920〃一
    みり・1.・.ん一'}'何・0引..一.30・200一'〃。6U

    焼酎100夕20200〃40
    新白糖10ダ5504.8〃1.68
    ソルピ1/酸カリタ12.4〃2..4.0
    エルビツトNク1.4口2.4〃

    尿酸カルシウム1091.602.4〃■o.36一一一38■一山上10,931.30-o'    食塩佃1860ア〃
    'I一■

    分散性B亘丁身1.801〃
    タイロンフイルム24c〃枚.2.60枚120一
    人件蟹原料1柳当り100円3.3脚360

    一一■一一'一一

    計2412.55
    製品数量6d1袋13.8佃〕

    原・,価1袋当り40円21銭製品切当りと35

τ1

平二引

 考察:製品の包装をタイロン7イルム真空包装としたがポリセロフイルムに比し内容物の魚形

 を判苧とし・美麗苓外観午商品価値を高めた。叉風味についても瀬粕漬製品に遜色のな
 い.もgを碍た。

 文献:1j石神,是枝。.藤田、木下:南和40年度鹿児島県水産試験場事業報告ぎP26ア,1P%9
 (担当〕石神次男.是枝一登,旗日ヨ薫、木下耕之進

 一32アー



加工指導  ↓ヒ
土日 導

 みりん干調味配合比較試験

 市販晶㍗ん干の県内経県外産坤質φいて帯した結果・県外産は香味色沢乾燥度共に県
 .内産を上廻り県内産の品質改良の必要が痛感され走のそ.従来製法による生産原価に影響しない範
 。囲内で調味配合を比較検討し晶質改良上の資料を得た。

 実施時期昭和41年4月15日～4月ゴ1日
実施要領

 1・麟アジ1平均体中伽・体重・・㌣)
 通常本りん手製法つに上.り処理した。
2.調味配合割合

 岬入の畔較的良好在小㍗を原料とし・

     .一一一

     ＼.A従粂掬剃.一BO備考
     …。。。。一

     醤油95第30系30I第各区分共液量に対し

     新白糖'54.5,=4.5味ρ素0.5系
     ■''I一'一一■■一

     食塩11.2一∴一一1二{121タ'リンサ1・400
     砂糖105分散性B且丁2♂』。
     水あめ5』'ソルビン酸カ11品。
     水43.543.5を添加した。

     1'.'`I

 各区分浸寧原料重量の3・0第重量調味液をもって浸漬した。。

 つや出し液配合は当場一般法に準し走。一
 歩一留∴・'

 二∴汁片一

 一る28二



5.原価構成

 原料魚1箱1240尾13-5侮入)480円,調理後歩留アーオ岩110侮〕として

         A。一BC
         区分品名単一価数量金額数.量金額数量金額
         原料了ジ佃一.一32雌480円1箱480円1箱480円

         醤油レシジンミリイ岡佃342850・997900930.6900930.6
         良一塩佃.180.〃0360〃6536.0'一6.5

         調新自糖.100833150二〃495135〃44.6135'44.6
         水子メ佃1300〃00〃0150〃195

         '

         味砂糖・佃1300〃0300〃39150'195
         タリンサシー身0.6ア引4.5ア5'4.5Z54.5

         液分散性BHTダ1.81.52.71.α2.ア1.52.ア
         一.

         ソルビ;/酸カリ913〃33〃33'3
         '.一一一

         仕白砂糖1913050〃6.550〃6.550〃6.5

         土了フビヤゴム末身0.565κ.32.5。65〃32.5一一65'■一132.5
         '一一■一一一〇一'一一一一一

         液ソルビン酸ガリ穿10.50.50.50.50.ヨ0.5
         一一0■一■

         計676.3650.4650.4

         製品数量4尾入60袋60袋60袋
         一■■

         原1価1・袋11円28銭10円88銭10円88銭

車
65

446

195

195

45

2ア

65

325

05

 〔包装費及び人件費を除く,醤油はミリニノ干専用品〕

6考察

 官能観察による色沢外観についてはC.B.A区の順で従来製法によ一るものが最も劣るよう
 に見受けられ,叉食味についてもC区が優れて拾りA,B一区については殆んと判別できないが

 総体的にみて水あめ使用のO区が良好であった。生産原価に赤いても従来経費より下廻るので

 調味配合の繁雑さぽあっても.この程度の製品化を図るべきであると考えられる。

文

1〕

献

 鹿児島県水産試験場:水産加工のし捨りP21
 1担当〕石神次男.是枝登,藤田薫,木下耕之進

一392二



 2.煮干チリメン佃煮製造試験

 例年4月から5月にかけて川内地朱に回游するチリーメノは1時に豊漁をみることが多く勢い製造
 施設等の関係もあって製品撃造が粗雑とな夕易く同時期の製品は極端な安値で取引されるのが通例
 となっている。このため製品価格の維持を目的に佃煮製造試験を実施した。

 実施時期昭和41年5月9目～5月10日
試験方法

 川内市磨浜に拾いて生産された品質低下とみられる煮干チリメン3佃を清水申に投入し,数
 分間蝿枠洗浄後,旅にて魚体のみ抄い小砂等の除去を行な1(・策上にて30分程度の水切をな

 し.不言搦味配合区分毎に調味液を煮沸後,水切後の原料を投入火力を当初強火で20分たき

 火力を弱め撹枠しながら煮つめをなした。煮熟時間A区30分、B,C区40分

 な拾,A区水李めば当初手量を使用し残箪は煮上り10分前に追加使用した。このように妙
 りだき法により本試験を実施したが,通常形態の崩れ易い小魚類の場合半浮し煮をとるのが通

 例であるが小量製造の場合調味液が不経済となるので妙りだきを採用したものである。

調味区分及歩留

         区品＼分名＼、A]3O         数量.原料比品.名数量原料比品名数量原料比

         煮干チリメン1侮第煮干チリメン1侮第煮干テリメン1切第

         醤油2409一24醤油62-062醤油840984

         水あめ533"53.3.砂糖255925.5砂糖160'16

         ズルチン8".0.8味の素1'0.1
         ■一

         粉末寒天3.3'O.33味.淋124'12.4
         白ゴマ12"1.2白ゴ、.12一1.2白ゴマ12"1.2

         ソルビン酸カリ2"0.2ノルビン酸カリ2"0.2ソルビシ酸カリ2"0.2

         水215.7^21.57

         製品数量520"152一590'159420"142
         I一一

 健)煮熟終了後は直ちに放冷板に取り上げ冷却した

 原価構成と品評

        ＼区口＼＼分ロロ、名＼.、A,BC        単価数撞金額数量金額数量金額
        煮干チリメニ/佃300円100093.00円1b00ク300円1000ク300円
        醤油483240"1920620〃51.46840〃6972

        砂糖佃130255〃33.151-60〃20.8口
        水あめ佃.135仁ら33〃71.96

        一''

        味淋4300124〃3ア20

一330丁



 
       

■I

        味の素ク0,91.90

        ズル・チ;/タ0.886.40
        一■

        寒天身I13.33130

        白ご一まタ...・O.18.・12一2,1612一2.16122.16
        ソルビー一カリク1222222

        計40餅442品7諏
        1■

        製品数蟄1520夕159091420夕

        原価胸当り)新926魂827795

 1注)上記は燃料人件費を含まない直接経費のみ計上した。

品評

 A区牡あめ色甘口で光沢を有し3。区分申最も優れていれ・・1・
 B区惇暗褐色辛口で光沢に白いてA区に劣合一も味覚上遜色は認められなかっ疋。。
 駆畔沢味覚共舳B区に劣るように皐受けられ午

考察

 製品は原料焦体が小型のため.製品の外観が好ましくなく,叉原価構成からして市販用とし

 ては採算割れになる憂いがある。却ち類似品の小女予佃煮(小女子上乾仕入価佃200円〕で

 搬卸価初当り240円前後で帥こキ苧・らして外観申にも劣和チリメン製品は小女子製品
 と同低で壮市場性に乏しいと言え季。弾って≡原料緬を岬当り200円以下に押える必要がある。
 かり停原料廠200円とした場合A区で製品佃当り21.0円となつて、これ作人件費を加算し
 た場合小女子と同価程度になるこ≒が予測される。よって煮干チリメユン・かえり等の加工利用
 は余程の値落ちが予想される場合に鯵定さオしるが漁村現存念晶とし干g自家用には好適の原料
 と、唐、号される。

 (担当〕石神次男,是枝登、藤田薫一,木下耕之進

 」る31一



共同研究指定工場指導.

 昭和39年度設置した本試共同研究指定工場は.,設置後3年を経過し,≒あ間に拾ける手蔓犀工場
 相互の技術交流,情報交換等により。着実な活動がなされ,漸く地域加土の中心工場として,そあ
 存在が注目されるに至っている。

 近年に拾ける,食生活の向上による食時好の変遷は目ざ辛しいものがあり,殊に塩干.煮干類の
 粗加工製造を主体とする指定工場としては,その需要減退の傾向と共に,極めて困難な局面に立
 たされている。このため従来製品の品質改善,珍味製造導入等、多角経営方式への転換を迫られて
 右ダ勢い指導部門を担当する当場への要望も董すIます繁雑さを増しで来ている状況にある。
 1筆者等ぱこのよう・な指定工場の要望に対応するため,逐次関係工場を巡回し,研究成果の普及を
 図る一方。当場試作製品の企業化について併せて関係指定工場を指導した。
 41年度指導講習開催実施状況は次表のとおりであ一る。

      開催年月日期間・講.習内寄開催場所対象.者参集入貢

      41.・4.281加工指導.枕崎市加工業.者4

      5.1ア'1・"出水市長船工場2

      5.18.192〃東町水口工場4

      5.2-5-I1・〃.I東串良町永'井工場3
      5.241〃内之浦町長野工場2

      5.251〃志布志町北崎工場4

      5.261〃串木野市松・川工場6

      5.271〃川.内市川畑工場3
      一一一

      5.281〃阿久根市叉間工場他5
      6.81乾燥機取扱指導大崎町大和工一場2
      6.101加工.指一導.鹿屋市磯.口工場2
      6-131〃笠沙町江川工場3

      6.141.〃加世田市阿久根工場4

      ア41指定工場主協議会本試共同研究指定工場31
      ア181加工指導内之浦町長野.工嬉8。
      Z191〃東串良町永井工場4

      Z201〃有明町加工業者ア

      8.21;二「窯磯口工場3      永井工場。I      章。414

      8.51〃大崎町大和工場3

      一91“83〃串木野市松。川工場2
      10.121〃内之浦町長野工場2

      10.131。〃東串良町永井工場3
      一一

      10。一141〃大崎町大和工場2

      10.る11〃笠沙町江川工場3
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      開催年月日期間'講、習内容・一1開催場所対象者参集人員

      41.11.11加1工指導加世田市阿久根工場4
      11.21〃枕崎市大茂一工・場…3
      11.101"川内市川畑工場3
      11.11'寸〃阿久根市叉間工場他5
      11.121''庫木野市松川工場4一
      一12.τ82〃川内市漁協婦人部23
      42.1.141駆垂水市漁.協4
      2.1,22加工冒導阿久根市・叉間工場他4一
      3.101〃川内市川畑工場      3.111"一串木野市松川工場2一一一'。L3
      3-131〃内之浦町長野工場      3.141〃東串艮町永井工場4一一一一一一一一5
      3.151''大崎町大・和工場4
      31Z182〃阿久根市・叉間工場他4

      一一

      3,23,242〃東町水口エ場5

 :担当〕石神次男.藤田無.是枝登・木下耕之進・黒木克宣

 一る33山



養殖部



 クロチョウガイ室内孫董試験

 わが国に拾ける独占生産地として進展してきたクロチヨ亨平径真珠養殖事業は,母貝の絶対量
 不足で最近とくに停一掃気味と在っているが,昭和35年慶から室内採苗による母貝の計図生産を

 行在う試みが行をわれてきた。

 今まで・この採苗試験は,本格的友飼育施設が左くて,。各館ちがったところで実施してきたが,

 本年慶は天然貝が生息せず,過去3か年の飼育で付着任貝をみてい老い鹿児島湾内の海潟に拾い
 て,ガラス水槽拾よび大型コンクリートタンクで飼育を行涜い,若干の仔貝採苗ができたので報

 告する。

 始めに,餌料年物を分譲していただいた東海区水産研究所梅林脩技官と,実。験場所を提供し
 てもらった東海真珠株式会社に謝意を表する。

 材料一と方法

 (人工受精用母貝・)ぱ,6月上旬坊津地先海面で潜水採取し,網代地先に垂下・静養していた4～
 5生貝を,÷・6月24日海潟地先へ陸上輸送したもので;生殖巣の充実した貝を受精の都度選別

 Iして使伊し=た。
 (人士受精)ば,生殖巣から切出し走卵をN!10NH40Hの1.一2～1.4%海水申で活性化し七
 から同じ海水申で媒精し,受精後はすぐ郡を洗って清浄海水申に移し発生せしめた。
 (飼育)ぱ,人工受精して正常発生した]⊃1型幼生を,飼育海水14当り約500個体位収容して

 1飼育し・毎日飼育海水の14～1肩を鰍したほか・.1日に数回飼育海水の静か左上下麟を
 行ない,遠心沈澱し衣餌生物を給餌した。
 (餌生物)の種類は次のと捨りで,3種以上をほぼ等量書ぜて,飼育7k1m4あたり5×103Cθuヨー
 に凌るよう言十数投一与した0

 ①Nahnochユ。ris日p.
 ②Dunaユieuatθrtgoユθcta
 ③ChaetOcθr08CaユCitran8

 ④CycユOtθユエanana

 ⑤主haeod-acty・ユuエロtricor五utu皿
 '一⑥SkeユθtOnθ皿a一.CO目tatu工n・

 ⑦NitZ8ChiaCユ08tθriu皿

 ⑧MOnOch町日is.ユuthθri

 (飼育容器)としては,5ム(4個),154(4個);186(4個)のガラス水槽と,2.4ト
 ン客の円型コンクリートタンク(2面)を使用した。

 (飼育海水)ば,陸地から約1201口離れた水深1口皿付近からポンプ揚水し,ろ過水槽(礫,

 木炭・砂)でろ過してから使用した・ガラス水槽の場合は,さらに碑脂綿とろ紙で再.ろ埠して
 用いたg左巻飼育海水の水温が上昇し友いよう高温時には・水道水を適宜流水とした水浴申
 に収容したほか,・月下句以降はポンプ揚水した自然海水を流水として水温低下を防↓札
 (採苗仔貝の沖田し)は,付着した仔貝ぱ2棚以」=の殻長に達してから、パイレン縄識に1掩当

 二ろ34一



 り約200個位づつ収容して3回にわけて行なった。

 結果と考察一
。、

 .1∵〈工事揮≒舛着拝具靴一
 二=7月苧0目=・8月2∵日・5日・11日・16日・19日・28日・9月1EIの8回人工受精を
 を行をい;正常発生した幼生を飼育し走。そのうち,3回目まで発生した幼生はガラス水槽で

 、二飼育し・11日・16日受精のものはコンクリrトタンクで飼育したが・28・日と9月一1'日に
 はアコヤガイとの交雑実験を行・をつ軸≡“。
 8回年わたりで行左った人コ;受精のうち,卵核胞の消失率と受精率は,いずれの場合も5]%

 以下という低率で,切出〕旧の多いわりに正常発生体が少をいがクロチョウガイてば鵬40亘

 海水処理だけでぱより高率の受精率は望めず,何らかの改善工夫が必要と考える。生殖巣の
 肉眼的充実はあっても,切出リ日は不整形卵だけというのも特徴的である。'。

 コンクリートタンクでの飼育は,6月中句に出来あがったばか汐でセメントのアク抜きが充

 分でなかったため,浮遊幼生の段階で減耗して付着任貝ぱえられず,またアコヤガイとの交雑

第1表水槽別付着稚貝数

        水槽受精一村肴.'仔.貞数.
        {番号月日一X-6文一12一X二隻8計一絵解生物・備考
        I㎜ト3062220289.5アフ        い1㈱⑥..18孝水槽
        皿〃4512.21.67一"、1μ・".
        皿「㎜÷2Iグア135162①綿晦⑤。1{54.・ピ..
        ]V"25一一,24ア1一1163881"154"
        'V3ア58一4タ144,I        "〃184"

        v孤一57092105265"1,84〃

        一一「㎜"602122ア3545"184"

        ㎜㎜←11301251182ア3鰍154"

        合計3569541,2052,51ξ

 実験でも正常卵割が行在われず不成功に終ったが,15,184のガラス水槽では,第・1.表に.

 示したと拾り合計2,515個が採苗できた。水槽によって採苗塞はか在りの変動がある成飼
 育容器,海水,管理,解生物等は殆んど均一にもかかわらずこの・よ.う.在大き在差異の生ずるこ
 とは,これらの諸条件以前の幼生の活力が闇題に左るものと考えられる。採苗仔貝2,515

 個のうち,10月6日にξ56個,12日に954個を海潟地先に沖出したほか・海潟での飼
 育を中止した17日から2ア日までの問は,本場実験室内で引続き飼育を行をい,その1,205

 .揮は28日に海潟地先へ沖出したものも加えて,坊津網代地先へ輸送し越冬した。

 2.飼育餌料に?いて

 15・1184のガラ子水槽で給餌飼育した種類は,第1表に示したと拾カで3～4種を書ぜ
 .下絵解し走が,培養過程守に混生したため厳密在比較はでき在かったが,一8月19日受精め幼
 生は,亨=.4水檜4個にSθtし,純粋に培養されている種を2種づつミックスして与え比較し
 ,てみた。
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 即ち,焔1にNannOch・とDunaユi・北2が=P与aθod・ac・とMol]・Ochrアsi8彷3
 がNannoch.とPhaθod-ac.砺4がlPhaら。d-ac.とNit鵬。hiaに区分しセ比
 較したが,幼生の成一長は殆んど差異は認められ左いが幼生減耗は⑨①③,④の順に早く,

 ③④を除いて1J帥O一日tagθまでには達し左かっ札しかし泥3と・佑4も140ター内外
 のUmbo一日tagθに達したが,残存幼生数が少涜く飼育は申止せざるをえ友から走。これは
 供試幼生が35φ内外という低い受精率で正常発生した幼生数カ沙凌く,幼生自体の活力が
 弱かったこ・とにもよると思われる。

 前年度向様,3～4種をミックスして与えた15,184水槽てば,水槽壁に特殊な凝集昨

 驚て機業穏驚幾1う票募幾チの消化器鰍黄褐色干星し

 いシク内飼育について川二1=1二1-1・、、.
 付着任貝を大量的に計画生産するには大型仰榊坤で、苧ろうが今回紬てψ,イ
 の円型コング1一トタンクでの飼育を試舛・こ山ク樽ヅ学い月中旬に
 出来あが州ので・約1週間敏淡水を交換してアク抜き岬一多シク)一衣は珍己,=アク止め
 のためエンビ・・・…を塗装(・クシク)して使用したが一い和洋幽坤減耗レ付
 着仔貝はえられなかった。■

 8月11日人工受精し老幼生的28×104個体をAタンクに収容し,さらに8月16日受精
 した幼生23×104個体をBタンクにセツトし,飼育海水1皿4あたり5x104ce]ユーsに在る

 よう・～・種を1うクスして坤・日畔約1カあ下押・して飼育したので岬いル
 グは1岨Bクジ州一・日目に急激妄坤生滅呼一㍗1二r竺幼生唾めて
 稀と在・)81Pa七ば確認でき涜ぶった。・二
 この飼育が順調で凌かったのは,Aタンクの場合ぽ;一七タントーあアク溶出が最も大き在原因
 ではないかと思われるが,2日毎に測定したlP互の変化(電極PHメーターによる)ぱ,飼育

 開始後10日目が8・42に云っただけで・ほかはいつも8・3以下アあっ牟Fとから'致命的で
 あっ先かどうが多少の疑問が残ると、中クでは・珊g変化は殆んど子ら汗旋かっ鮒
 批飼育開脚日目から溶麟が減少'し'その後もさらに漸減鮪で一61.・し亨ギ好で
 あったことが直接,間接の悪影響を及ぼしたものと考えられる。

瀬戸口.勇
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 アコヤガイ採苗試験

 昭和3ア年頃までは試験的衣段階もしくは,真珠養殖業者が自己需要分の一部を養殖する程度

 て撃ったアコヤ母貝養殖は,昭和38年の漁業権切換え後に赤いて,真珠養殖業と母貝養殖業と
 が分離され,揺貝養殖は当該漁場を管理する地元組合員が養殖生産し,そして真珠養殖業者に供

 給するという体制が整備されてから急速に発展し,昭和4D年度には,経営体数157,筏台数

 2,033台,総生産145一ξトン(農林統計)に達するまでにカつれ
 一この急速在発展の裏には,県外真珠養殖業者が大量に進出して漁場拡張したことのほか,主幹

 漁業の不振がかくされているが,母貝養殖が急激に膨張した走けに技術的左問題点が大きく浮び
 あがってきた。その1つとして≒母貝価格が母貝の大きさ,質によって相当の開きがあるとい
 うことと,県外から購入する稚貝は小型で以後の養殖成綾を牟右するということで・県内で採苗
 漁場を開発すべき必要にせまら牝しかも母貝養殖業者からの切実在要望もあって予備的庄試験

 を行ってみた。特に採苗漁場として成立する可能性のある9か所を選び,必要哀調査を行なっ
 たのであるが,場所によっては地元の協力をえられず不備在ところもあるがこれからの開発が

 期待される漁場も見出された。

工場一所

 第1図に示したと拾り現在真珠養殖・または母貝養殖の行存われている漁場付近で・養殖
 幾ま先は吊縄に稚貝がよく着生するとか,沿岸に天然貝が多いとかの基準で9・か所を選び,

 各調査地ともうか所の昌t・を設定した。

 正方法と期間ミ.

 一合簸の主要目標へ採師能左漁場の探索・採苗時期の判定であって場所が・か所にな
 '>た定め,現地での儲(毛点観測・プランク1ン採集,コレクター設置)は,特定友人に
 委託して行売った。

 ω定点観測原則として毎日昼間の満潮時に,水温,比重,そめ他気象状況を観測する
 ことにした。(5月～9月)

 ←)アコヤ幼生数の計数調査開始自から5臼間隔で3定点別に,北原式定量ネットで
 5m層から垂直曳きし,採集されたプランクトンからアコヤ浮遊幼生を発

 生段階別に計数」あわせてフジツボのキプリス幼生,ポリキータ幼生数
 も計数した。(5月～8月)

 ㈹稚貝の採苗6棚目のク・レモナもじ網地を4枚重ねしたコレクタ1を,10日間隔に
 0.5～1.5皿層に垂下設置し,着生した稚貝数を計数した。
 (6月～9月)

 皿結果拾よび考察'

 l1〕海況と気象の変化

 現地での定点観測が欠測多く,比重その他気象状況特に風向等の検討ぱでさをいが,水

 一33アー



 第1図調査場所と定点



第2図  句別平均水温の変化

 温については,第2図に句

 身肝均g変化を示した。
 片溝湾では6月上旬すで

 に22℃以」=を示し,6月
 下旬には24℃以」=,ア月
 中旬ぱ26℃台に左り,8
 月上句から9月上句までは

 …9℃以上の高水温を示し
 ている。

 浦内湾てば,5月中旬ま

 では20℃以下であるが,
 6.月上旬に売って20℃台
 に売り,6月下句にいたる

 と急激浸水温上昇があっ七
 24℃以上と宏って,ア月
 中旬では26C台,ア月下

 句28℃以上と上昇傾向を
 たどり,8月下句30℃以

 上ρ最高を不ずにいたる。
 福山地先では,.、5月中旬

 にはすでに,21,P台と在り
 岬キ匂贋偉2イ℃以J・に
 達す寿布,.、。6月中は拓んど
 差はなく7月一ヒ句に洗って

 26℃台に」:拝してからは.
 順調にあがり樟め,8月上
 中旬には31℃以上の高水
 温を示している。

 東町地先(三船)に拾い

 ては,5月中は20℃以下
 で4か所のうち最低である

 が、.6一月中旬21。℃台に達
 してから下旬には急激に上

 昇があって24℃以」:に在
 り,ア月下句には叉,急を

 上昇傾向があIって2ア℃以
 上と在って,最高水温では

 ・28℃以下で比較的低い。
 アコヤ.ガイの放卵は,大

 体水温21℃くらいから始.
 まり,盛期は.25℃以上と



 されているが,1)上記4か法の水温変化からみると,片浦湾と福山地先てば5月中旬頃か
 ら・構内帯・琴高地先では約1か月遅れて6月中句頃から放卵が行左われ,放卵盛期とし
 ては,挿山地先で7月上句,片衛湾で7月中旬,源内湾,長鳥地先では7月下旬というこ
 とに在るが,実際はまだか左り早目にでるものと思㌔

 12〕浮遊幼生の出現消長

 (片溝湾):一一5皿層からネット採集した幼生を計数した結果は,第1表と第3図に
 示したと参りである。

 調査開始当初の5月末にはD-8tagθの幼生がごく少数みられる程度であるが,6

 月10日にをるとg1,U,St'agθ幼生もわずか庄がらみられるように在り,6月20
 唱に至って始めてF目tagθのものがあらわれた。6月末に在ると,冬日tagθの幼
 生かかな力多く浸り始め,7月ア日にはD一富tageの幼生が最高に出現したほか後期
 幼生群も多く在り・7月14日にたると・D二目tag:θ幼生が減少した反面,V2か.ら
 FStageの幼生が

 大量に出現し,さらに
 19日にいたるとF

 εゼagθのものが最高
 に出現しで・付着盛期
であったことがらかが

 える。その後ア月末

 から8月初めにかけて

 も,各εtagθの幼生
 がみられるが,一数量的
 にはか凌り減少してい

 る。'

 他の2枚貝幼生の出

 現状況は第1表だ示し
 ;たと参り,常にアコヤ

 幼生より多ぐ出現し,

 特に6=月下旬からア月

 中にかけ・セは多量にみ
 られるが,イガイ科の

 Veユigθrが多い。

 。一フジツボのキ!リス幼
 ・生は・各時期ともわず

かたがらみられるが,

 6月末からア月にかけ

 て多くみられ,フジツ

 ボ着生時期を示してい

 一る。・また,ポリキータ

 の幼生も予想外によく

.第3図  片浦湾におけるアコヤ幼生の時期的出現状況

 (3定点の幼生数を集計)



第1表  片浦湾の幼生計数表

            月日餉ア.コヤガイ幼生数他の2枚貝一ポリ米4キプリスプランタートン            DU1U2百丁石計幼生数沈澱量備考
            1一1一一・1441015.2

            5.3022、一一21105一3.8
            3・一一'D31534.2

            1552・1281211.3

            6.7231'1.557211.4
            31.1、一2325一1.6
            1一41・1一631288一1.6

            6,112ア21。一10一43210731.2
            373..一`10208=89一1.4

            1.53一`87938一0.ア
            6.182一83一`11一..1227930.6
            3651^1ゼ1102420.一6
            181013.3119746350.7

            6.20281210一30126916'0.8

            31299131897420.6

            161116134・..=・293111921.8
            6.252ア2ア2115647661一0.8
            351211.2845172}.0.8一

            一一

            1263ア36■21019578610.0.7
            6.罰2一『3044491,3126'I1,682一4570.8

            3734二14598一30I一一一一一5            ■''一哩..I一
            丁Σ冨」1''■■32一一3'ヨ.3L■亨一テー'1,3924ア222.3

            Zア2414263214898929284.5
            3404168.5154127433223.3
            1Ig26191466002853230,8

            Z142428731136183261・1121.2
            3153136394503435・一163」1.2
            11520.4366144・1,308・119;'4…11.9

            Z19・262385123237一1,4271.113一一4-5

            ■

            36741931'71、ア15820一5.4
            1121317345627・・一一'1t一・16・'9'1;6一一一

            728217121835D2591131.7
            3321923与ア972-21.362.3・
            196289'524682592.2

            8.22811・'126∠…』9計5217.2.0
            .3731733020ヨ2232.1
            1.3一31'631545ア3125.5

            91323一6132241,019.4一130.8
            3{3131一工855241一11.ア

 ・1イ2一



 第2.表浦内湾の幼生計数表

            アコヤガイ幼生数他の2枚貝キプロスプランクトン            月日航'             合計幼生数ポリキータ沈澱量備考            DUIU2F
            1i一一一一2910.9

            5.272一一一一一82一1.6

            3.`一一`一16562一1,2
            て一・2一一一258一12.5

            6.5234一一ア18510■1.3

            311一一266一一1.8

            12一一一一265■一4.6
            6.1021一1一1313一0.5
            3421一7895211.4I

            1135一942343一0.9

            6.212211一41274・10.4

            3171・2'20592132一0,5

            1τ032一1611153一一0.8

            6.瓠256一一1110617一1.2

            3471一1210822`0.6

            114195・382172120.8

            ア52193418■71.2351621.O

            3263ア241883212531.1

            1`213210633916911.8

            8.ア2303488162420.18一1.4
            329ア8311.1932.3046一一2.O

            1一426232291.1030.7

            9.32i812.22215219一0.8

            3'1151275139一O.7

 みられ・とくに6月中,下句は多い。

 (浦内湾)こ1=では継続的左疾集調査カ行.庄われ左かったため,.明確売出現消長は
 とらえられ左いが・観察結果は箏2表,第4図に示したとおりである・
 5月下旬にはアコヤ幼生は全然みられ左かったが,6月初めにはD-8tagθからUゼ
 8尤ag6の幼生がわずかをがら出現し始め,6月中,下旬に在るとD-stagθのものが

 や㌧増加するだけで,Dl～Uビ師ageの幼生数は大して変らず,.F-Stagθの幼
 .生むまだ去られない。7月初めに在ってから各stagθの幼生が急増し,特にト8tagθ
 の屯のも始めて出現した。その後ア月中,下句は資料が左く詳細左ことほ判明しないが,
 8月上句にいたると,D一自tage.の幼生は少在く在り,U1～U2-8tagθの幼生は
 まだ相当数みられ,引続き付着カ桁左われたと考えられる。9月上旬でも若干の幼生が

 みられるが,付着盛期の峠はこしたようで,上記片溝湾より多少遅れて出現するようにみ

一343一



 うけられる。

 他の2枚貝幼生は多く,
 とくに6月下句頃から大量

 にみられるように在り,カ

 キ,イガイ類の幼生が多い。

 ポリキータ幼生はか在り

 多く6月中句以降増加傾向

 を示しているが,8t.3

 に赤いて6月21日大量に

 出現しているのが注目され

 る。

 フジツボのキプリス幼生

 は,ア月上句やや多い程度

 ・であ氏7月中,下旬に

 はかたり出現するのではな

 いかと思われる0

 (福山地先).。8t.1
 2について,6月10日か

 ら8月10日Iまで{2回採

 集された計数結果を・第3表

 と第5図に爪した。

 6月10■日から25日に
 かけては,P～Ur帥agθ

 のものが岬か涜がら出現
 しているが,6月30日に

 在ってF-8tageのもの
 が始めて去られるほか,
 叫～叫二§tagθの幼生も多く方っI走。そめ後ア月5日D一εtage和生,一ア月16日
 トStageの幼生が若干増加しただけで数量的には大した変動はみられず,}7月末に在っ
 てからD～U2日tagθの幼生が急増している。・これに対し8月5,10≡日=にはD～Uド
 stageのいわゆる初期幼生は全然出現し在いばかりでなく,他の後期幼生も減少して拾り
 この短時日の急激在出現増減が特徴的である。

 他の2枚貝幼生は,当地先でも多量差出現があり,.とくにア月1.6日には大量にみられる

 が,大部分はイガ'イ類の幼生である。

 ポリキータは6月上旬と8月上句に少茨いほかは,各時期ξも多く出現しキプリス幼生

 は7月下旬以降に減少気味であるほか、6月上句～7月中句まで相当多くみられ,フジツボ

 多発漁場を裏がきしている。

第4図  浦内湾におけるアコヤ幼生の時期的出現状況



第3表  福山地先の幼生計数表

            アコヤガイ幼一生数他D2枚貝ポリ→ニダ。プラ!ク・            月日自t.キプリ'ストン備考
            bUlU2F合計幼生数沈澱量一

            122一一41ア934一38.5

            6.102,「1一一1863431.3

            325一一7218121232.2

            1.33■一621419913.1

            6.15φ一94一一132.0812416.6

            362一一8244191627ア

            1一11■2146222033.6

            6.212一13一一42931831371

            311一             一2215182ア36.0

            1362一11259371936.9≡・
            6.25
            2112一4213522686.8
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            1158ア21398171636.6
            6.30
            221110528.468141335.4

            1ア13183412021.8ア1Z4
            ア5
            2162622一6427135623.9

            1382153ア20531213.4
            Z10
            226142242441.9102.8

            1.2242111581,8692ア214.8
            Z16
            222931ア69'31山812213,7

            123167248=6414524.1...
            Z20
            2252173569213244.5

            16311862524章・・580141ア3.9
            ア30
            211412111口63516552718ア5

            1・一一33658ア1656.1.一
            8.5
            2一、7512一177一230.2

            ti、224837240.3
            8.10
            2一一一一一121一41.8
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 第5図福山地先におけるアコヤ幼生の時期的出現状況

 (その他の地先)東町の伊。

 .唐,水溝,脇崎の3地先と,鹿児
 島湾内の海潟,牛根,姶良地先で

 は,採集作業が6月中で打切られ

 ているが,計数結果は第4表に示

 し先と右りである。

 東町の3地先では・6月中・下
 旬にD7理stageのものが
 か在り出現レ牛根地先では6月

 中旬ずでに亙一日ta童θのものも

 少数みられるが東町地先に拾い

 ては7月にはいってから,海潟,

 牛根地先てば,6月中句頃から付

 着時期に.看るものと考えられ糺
 各地先とも,他の2枚貝幼生が

 多く,特に東町本溝地先では6月

 中句に大量の出現がみられる。

 ポリキータ幼生は,発生盛期の

 ためが一各地先によくみられ,キプ

 ロス幼生は鹿児島湾内が多いだけ.

 で・東町の各地先は少在いp

 13i片浦湾,.浦内湾に拾ける幼生の

分布状況

 調査開始当初から採苗漁場とし

 て有望視された片浦湾と構内湾に

 拾けるアコヤ幼生の地域的庄分布

 状況を調査した。i

 片浦湾では20定点,構内湾では28定点を設定し5m層から垂直曳きしたプランク
 トン資料から,アコヤ幼生をミクロメーターで計測したほか,釦の2枚貝幼生,ポリキー
 タ幼生,キプリス幼生も計数した。

(片溝湾)

 定点別幼生の大きさ別の出現状況は第5表,第6・ア図に示すと拾りである。

 調査日がア月25日で遅きに失したため,全般的に各定点とも出現幼生数が少在く,特
 に初期幼生が少左く,大部分がU筥～F8tagθのものであるが,湾内の分布状態をみる

 と,湾口部付近にか在り多くついで湾奥部に在って香り,湾の中央部即ち養殖いかだの

 浮設されていをいところが,傾向的に少左くなっている。

 浮遊幼生の分布ぱ;いかだその他の海中障害物佑よって大きく左右さ札幼生の移動は
 主として潮汐流の方向,もしくは風力によるものが大きい2)といわれているが,今回の幼
 生分布状況からみると,この湾は湾内海水の交換かか浸り速やかに行凌われ,そのため幼
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策4表  各地先の幼生計数表

             場所月日st.アコヤガイ幼生数他の2枚貝ポリキータキプリスプランクトン             DUlU2=日1合計幼単数・沈澱量備考
             1'一一一一4412一1.2

             6.20221一一3815一0.9

             342一一62フ713一1.2.

             伊13ア294.一8口27440一2lb.6・
             6.252547.3一6429019一79

             392一一11..28ア.9一1.4

             1.569一303083一2.3

             6.瓠2一226一108313一3.5

             唐3■2一'』21944一1.1
             12264一3285616244.0

             7522896一431,22827131.9

             332198一5992418246.8

             131一一46947一5.7

             6.1029..41一1381412一4.2

             3ア31一1182922一6.4

             本195一一141,7-973915.6

             6.1521732一222,5151815.2

             32751一333,18637375

             13一一`3344714.3

             6.2023■一一3420424.2

             溝34一一一452319一4.5
             1一一一一一6697。一1.与

             982一一一一一6823一1.2

             3一一・一一8463一1.2
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 萬、
1,

            11ア72一266699`1Z1

            16j11.・2一・1・12・一.3一一2一一1ア682124j『1-2.2

            脇.一3I12=41一178466,一158
            1..852.一一」き1515921.。「2,5

            6.162104.3、1ア58・9            3.ア5'一一缶・..122011=一122.;⊥::
            崎12一一1.二一36含一18.8
            6.2122=ク.==,』・3一■。一.43892318.1
            3一一一一一6ラ6f4.O

            12・一一2・1741睾3「6
            6,16I221一一3189ア818.8

            海322・一÷;41991・41522.2

            '1一一一一一11671.330.5

            6.㎜2一一一、一323ア32.4

            3一一一一一107917395

            潟1712一10一㌃「1:1984.8            6.2523一一■3167ア7
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            32一一一2ミ3ア4i286456.9
            113一21一1684ジ'6442             !40.2

            年6.15214111.17ア04-4617

            。。。1。。÷;=;;1∴ll46.8            3311一5450.5

            1、一.■一一713.5

            根6.2022一一一2715.9

            32■1142122.2

            一姶13749一509285211191
            6.28239.1013一.6266753915.ア

            ・良35611.14.182685アー7ア33.2
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 第.・1・5表.  片浦湾内の幼生分布状況

                      ＼8t.大きさ＼＼＼..一.                      1234567一91011.12一一1314151617181920
                      90～7.4131『。・…2一111
                      τ00～2一3一1・1111
                      110～1㍉1可                      2211

                      ユ20～2.1
                      1.30～1

                      140～82.11211
                      150～63一111112111.
                      160～し2211
                      170～81一一一1111f21112一
                      18口～1・111
                      190㌻42121222111
                      200～2I4212115211113一
                      210～13121111211
                      220～11.211221
                      230～232123523532212
                      240～531112223111.
                      250～11112111!21321
                      260～131131.31.32212
                      270～11212・121123.
                      280～111f21111.121
                      計4738101111614137.13111452413ユ414161.419・

                      他のD282011.722.9124t1552-99811272532
                      U14340276712748925オ                      2枚貝28591828247339214928496445469398239492
                      F39221.7593417898215222431161759644638439.80

                      幼生計2104442042373100835237921085127237可…351,132601.497543509303604
                      0ylPユre'一^■O13104455365392415ア                       '3'
                      Poユychaθta89142アIi79413611ア1413717148                      プフンタトン沈澱量1.91.82.31.61.81.61.81151.52.61.31.61.71.81.51.82.41.31.7拙

(7月23日調査)
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 筆;,6.図アコヤ幼生の定点別・大きさ別出現分布(片浦湾)
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第7図  片浦湾内の各定点別アコヤ幼生分布状況
(7月23日調査)



 生群の逸散,流失は相当大きいものと考えら・れる。潮流観測を行っていをいので明確で

 は左いが,Gt.1～2にかけて,アコヤ幼生とくに初期のものが多いということは,湾内

 海水は崎山ノ鼻よりに流れ出る・ようで・湾奥部に各輝幼生群の多いことからすると・現在
 施設されたいかだが.幼生流出のスクリーシとしての大き差役目を果しているのでは凌い
 かと考えられる。

(浦内湾)

 28の定点、別,幼生サイズ別の分布状況を第6表と第8,9図に示した。

 片溝湾より2日巷くれのア月25日調査したが,幼生数はかなり多一く出現し,しかも比
 較的に後期のものが多く左.っている。湾内の分布状況をみると,湾口部は極めて少涜く
 そして後期の幼生に限られているが,湾奥音ピは初期幼生も含めてか在り多量に出現し,左
 かんずく桑ノ浦の南よりet.12と,小島側のst.26・2アには一多い回との浦内湾は,

 深く入りとんだ2つの浦にわかれて華り1養殖員数も非常に多いこともあって・幼生密度
 が大きいのであろうが,片溝湾に比較して,幼生の逸散,流失はかたり少方く,採苗は異

 状環境に安ら洗い限り安定しているのでは洗いかと思われる。そして当湾は,一一各種幼生

 群の・出男状況からみると・沖合水は桑ノ浦例より流入して・湾内水は小島側よりに流れ出
 て,枝湾のわかれる行軍までは相当の海水交流があるとみられ,幼生群が分岐点より奥部
 に密集。し,片浦湾と厚対にいかだの施設されてい洗いところ昨幼年が多いことからして,
 枝湾奥部では海水交流はか涜あ少涜いものと考えられ,養殖いかだ碑幼生の流出障害物
 と在.る機能は,あまり認められ左いようである。

 14〕付着稚貝数の時期的変化

 苧脇網目のクケモ†も騎酒を長さ2皿に切り・それを4つ折りとした付着器を約10日
 間隔で・ネット採集し字3定点別に水面下50～60榊の層と・干の下方40㌻50伽の
 2層に垂下設置し,付着器に付着稚貝数を計数した。

 (斥浦湾)…では9月㍉3日調査したが,定点功の付着数た大差が左く,いずれも付着稚貝
 数が多くて計数に長時臼を要するのでst.1に限ったが,その結果は第7表のと拾りで
 ある。

 6月14一日から8月2日にかけて6回垂下段蟹されたが;最初の6月14日垂下のものが

 最もよく,次いで7月4'自垂下のもので,6月中旬から一'7≡月中句の間に垂下したコレクタ

 ーには間違い在く大量の付着をみている。その後7月下句には激減し,8月上旬には更
 に減少して,付着盛期は過ぎ走ことを示している二上下層の差ぽ6月24日の1例だけ

 を除き,ほかは常に上層がすぐれ,特に6月14日のものは上層が2倍近くρ付着量であ
 る。
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第6.表  浦内湾内の
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幼生分布状況

(7月25日調査)
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第8図  アコヤ幼生の定点別大きさ別出現分布(浦内湾)
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第9図

 浦内湾内の定点別アコヤ幼生分布状況  (ア月25日調査)
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 第7表片溝湾の付着稚貝数(畠t・1だけ)
(9月13日調.査)

 、月日
 雇男1V-14可・24棚一4㎜一㌔4棚一・24㎜一2合計備考
 上5.2843.3244,01t3.122590-47616喜Oア

 下218263・3ア83・3ア82.7934ア729013,τ42
 計8μ06,ア02ア38915915il,06ア1ア66・2994.9

 (清内湾)てば,6月10日からア月30日まで6回にお走二七里二F設置したものを,9月
 2日計数したが,その結果は箏8表のと拾りで,定点別の付着稚貝数は.εt,3即ち漁協前

 が最も多く・次いで・t・・下桑ノ浦前g・…は極端に少左く方ってい1る三
 時期搬変化をみると・各宰点によらて多少のズレがあって,….咋舳そば・月下旬
 が最も多く,st・2てば6真下句,;t・3てば7月下旬の一ものが最高であるが」=・中旬のも

 第I8表浦内湾の付着稚貝数

(9月2日調査)

          ・手・と・一'一          壌可一1-0.V.一20V-30合計一I備一考
          一一」'冊“''山一1'■

          上22811に.=る42ア1可⊥1職置のもの          宗引流失          1下O口

          計22824、、・246

          上一342622656.33'32・632一
          2下・一'4129179148・204301,621

          .一一一一一一■■'I■凹■

          計ア55581,05654・:・53.二・4二6-2・・.♀253.
          上116・61562,2801,2q,一.2,0215亙「凹

          3下,.一一5一5,ア・105491;1≒㍑片''          計一{6㍑326-12,329
          一■'…一一

          のも大差凌く付着がみられ,日t.1と2は時期的去歩劫が欠き.く不安定{ふる、・どメニらの戸 のも大差凌く付着がみられ,日t1と2は時期的庁変動が大きく不安定である。～これらのこ

 とから当湾に拾ける付着盛期は片浦湾より若干遅く,7月{句,下旬セあって,st.1ξ2
 は,採苗漁場としては不向き手あるといえる。
 (福山地先).では1一・・月1・;・日紅ア月・・日まで1・盲毎一にと回付鵠を垂下設置し,。
 月2ア日調査したが・フジツボの写生が極めて多く・一アコヤ稚貝は6月30日設置のものに
 3個・ア月10日のものに2個,7月20日設置のもあ唯118個がみられるだけで,しか
 も大部分の稚貝はへい死して中和=.…のへい死は,8月よ句から中旬にかけての異状高水温
 によるためと思われる。I.1一.`。

 (牛根地先)では・6月25日..キ.テ月15日の2回,3定点に付着器を設置レ9月28日

 穿㌻し㌶二幾機さ!二=甲1亨呼がみられ蜥フジツ札・1レ
 (1海潟地先)でも・一筋・・≡自と棚・・σ的・回,・定点別え設置して。月。。日調査した
 ところ・フジツボの着生が極めて多く,プコヤ稚貝は全然みられ左かっ走。
 (脇崎地先)は6月16日からア月16日まで4回設置し,9月27日調査したが第9表
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 第9表1脇崎地先における付着稚貝数.
(9月27日調査)

        r・、….薮月日冨・梅＼V-16一亙一一26梱一6珊一16討備考一
        上1114386212.5※.流失

        1下58381ア.1.5128

        計69525577253

        上2ア45※147219

        2下.28※※256284
        計.5645一※403503

        寸5・5.21.1d一き・345524
        3下81※2852-9638

        計13621131.8一ア41,“2

 に示したと塗りで,定点別の付着状況をみるとS干;'3が最もよ一く;8t・2,1と少在く在っ
 てst…はか在り悪い。時期的衣付着率は,オでに6月'!一6日設置のものに付着がみられ
 その後6月下旬と7真上旬のものは,かえって減少しているが,ア月中句にはまた増加して
 最も多く付着がみられる。以上のことから当地先そば6月中句とア月中に付着の山があか
 8t。{てば高率衰採苗は無理てば渋いかと思われる二

 (補地先)は・月・・白から1月・日にカ・けて伯設置し,二・月・日調査したところ,第
 10表6と拾りセ,設置時期が早目に打切られたたあもあって,付着稚貝数は極めて少府く,
 7月中旬頃まセの採苗は無理なようである。

 第10表本浦地先の付着稚貝数

(9月8日調査)

        帥ぺV-22W-26孤一3恢一7計備考
        4上0Oア7W-7流失
        下0o33

        上46111一        2亙r26流失
        下0516.
        上1311        36
        .下22ユ4523

        一I一.一

        上一一.33.33

        4下{9i9{回だけ設置        一士'

 (伊唐地先).は6。月1.5日に1回,一8t.1と3に上層にだけ設置し,9月28日調査したと

 ころ・付着し擁員数鮎・一1に㌣てア連で・千4個・.s干・・で午・i個がみられ…
 1が若千すぐれている。
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 15….総含的考琴
 採苗漁場の探索,採苗適期の把握を目標としそ実施された言者結果を記述してきたが調

 年←た9か所のうち計画ど巻ク行涜われたところカ沙流く・しかも予備的庄試験であった
 ため:不本意を点も多いが,今後の試験,開発によっては充分期待できる場所も見出され
 たようであるし,また採苗時期としてはある程度のメドはつい光といえそうである。

 採苗漁場についセは,開始当初から条件的によいと想定したところ,・即ち,片溝湾と構

 内湾はカ1㍗声望では舳かと思わ狐狩に片騨では・浮遊幼生の出現が可成蝶
 中的セ大量にでえし,付着稚貝も極めて多いことからみて最も期待できる。しかしこの片

 浦湾は外洋に面して湾口部李亭い開放的な漁場であるため,幼生ρ逸散流出はか在り大
 きく,補給源の多少が,直1婆採苗成綾を左右するのでは在いかと考えられ,流出障害物と
 しての養殖いか牟(籠,吊縄も含めて)の効果は軽視でき安いようであ乱
 最近に拾ける・母・貝養殖の技術体系の左かで,採苗の至上命令は早期の採苗による犬型種

 苗の確保で,いわゆる一番子の採苗の可否が問題にたる。片浦湾の場合では,漁場環境が
 南にあって外洋に面しているので,6月上句にはすでに22℃台となって高目を示し,し.
 かも安定して参り,幼生出現でも6月中句にはFStagθのものがみられることや,6

 月14日垂下のコレクターに最高の伺着稚貝数がみられ走こと等弥らみても,早期の採苗

 は充分可能であろう。を拾片浦湾の左かで採苗いかだを施設する適地を幼生分布から推

 察すると,St.ア,8戸.8t-12,st.14～16の場所に左る淋コレクタ_の稚貝
 付着率は3定点とも殆んど差が左いことからみて,幼生の補給源が保持される方らば,湾

 口部と湾奥部の1部だけが除外されるだけで適地は局限され庁いものと思われる。

 浦内湾は,漁場特性として深く入力こんだ2つの枝湾にわかれ,その奥部の海水交流は

 比較的ゆるやかで,水温上昇は遅いことが指摘されるが,幼生の出現状況はか凌り少涜く

 て時期的にも遅く,またコレクターの稚貝付着も片浦湾より数等悪い。即ち,浦内湾に

 拾ける付着時期は,6月下句頃から始まり,盛期は一7月上～下句と考えら札6月下句の
 一番子は数量的に少凌い。盛期と呑られる7月中の付着率も片浦湾よりかをり劣り,特
 にSt.1と2ぱ採苗漁場として形成できそうに左いが,st.3の漁協前は利用できると

 思う。しかし漁協前の面積は小区域で収容量が限定され,集約的た採菌漁場としては狭

 過ぎるので,別に新らしい適地を見出す必要があ外28定点別の幼生分布からみて開発.
 できる漁場,例えば現在養殖いかだの施設されている区域の沖側友どは,好採苗漁場・と在

 る可能性をひめているといえよう。

 そしてこの浦内湾は,上記片浦湾よりも養殖密度が大きく,幼生の補給の面では問題は

 涜く,幼生の逸散流出は地形的からみても少量だと考えられるが異状環境が発生し凌い
 限り却って安定した成績があげられるのでは哀いかと思う。ただ採菌一時期が遅れること

 が難点であろう回

 鹿児島湾内の4地先と東町b3地先では,幼生の採集回数やコレクターの設置数が少左
 いため,資料不足は免れ左いが,鹿児島湾内ではアコヤガイの付着時期と,フ・ジツボの付

 着時期が合致し、そのフジツボの発生が異状的に多く,また4地先とも開放的在ところで
 幼生の集積が少在いことからみて,集約的左稚貝採苗は不可能てば左いかと思われる。し

 かも8月上,中旬,福山地先で一31℃という高水温が続いたことは注目される。
 東町の3地先とも7月中の資料が在くて明確にとらえられ在いが,7月以前の幼生出現

 数,付着稚貝数は極めて少友く,6月中の採苗はむずかしいと思われる。水温の上昇領
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 向も浦内湾にに下拾均・盛期は7月中旬以降に在るのでは庄いかと考えられ肌採苗漁
 場としては,・脇崎のst,2,3伊唐のet・1だけが多少の希望がもてる程度で,詳し
 いことについてぱ今後に持こされたかたちと売った。東町で開発しようとする衰らば,

 補給源としてのアコヤ養殖密度が大きく,幼生の減耗が少量にとどめられそう在伊麿湾,

 三船湾といった小湾を重点にすべきであろう回

 を捨,新規に採苗漁場を開発した場合,そこで採苗された稚貝砕,大きさ,成長率,病
 虫寄生状況,最終的在珠の巻きといった,いわゆる晶質がすぐれているかどうか問題に在
 ると思う。片溝湾で採苗された稚貝は引続き養殖申であるが,詳細を追求はできなかっ
 た。

 採苗稚貝の養成ということと共に今後の研究課題にしたい。

 w文献

 11)。真珠養殖全書編集委員会編集(196C):真珠養殖全書P88～1-22
 星)■・一関政夫(1-960):アコヤガイ浮遊幼生の分布についく(採苗に関する諸問題について)
 ・千1一水産増殖二8'(3)

瀬戸口勇豊田茂樹
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 クロチョウガイ(P1nc七ad劃向angari.七げe巾a

 LinnaeUS)病害の予防措置について.

 第皿報てば極度に健康度を低下させた場合に存ける薬剤処理効果を調査したが,本年度は偶然
 にも8Z5%以上が病変貝という材料によった。したがって病変貝が薬剤処置によってどの程度
 へい死防止もしくは病変回復が可能であるかを調査した。処置は比較検討のため前征度の用法と
 時間によった。供試母貝数は本住度購入80個の他に昨毎度の繰ク越し越冬貝18個と大原真珠
 KK提供(但し試験期間申)分107個を加えた合計205個であった。越冬貝は試験地に垂下
 して拾いたものでほとんど(軽症度15,8%)が健全貝であった口他は本住6月26日薩摩郡上

 甑村浦内湾から漁船(5t・35盟)の活魚倉に坪容(金網籠入り自然換水)して運搬(所要時
 間5時間)したものである。このときの運搬総数は1,023個であったbな拾採取は上甑村友ぴ
 里村地先で,採取後の一時蓄養場は浦内湾奥で本病菌による汚染海域である。
 試験地へ運搬後は一時試験筏に垂下されその後当水試購入80個と試験申提鉄の10ア個を

 除き養殖場に移動したが,しかしこのグルーブはほとんどが病変貝と在っていた。その原因はま
 ず採取地,蓄養場及ぴ試験地ともに本病原菌によって汚染されていることから,運搬前に既に感

 染していたもg.と考えられ乱その後試験地を含むこの地先一帯の海水が白濁状態を呈し,その
 期問は大体7月24日頃から8月5日頃に及んでいるが,検鏡の結果浮遊性藍色藻類トリコデス
 ミウム・エリゼリウム(8p.Trichod一θ8皿iu皿θry1二hθraθum)によることが判明し

 た。た券挿核は常法により行在い,一薬剤処理は今回は咳入れ後具立ての要領によった。一また挿核
 数は母貝83個に対し13字.個(12枷・77個,13醐55個)で平均1-5個であった。在春接着
 剤はシアノァクリレー一一ト(セメダイン3000)を使用し走。挿核時罹病状況を表Iに示し,薬
 液処理状況を表皿～表]Vに示した。また表Vに群別病貝,へい死,「巻き」の状況を示し,表V
 に観察結果を示しれ本年度試験結果では病変貝であってもその一50%以上が回復し,へい死
 率が予想外に低く.かつ,珠の・「巻き」に厚巻きが多かったことがあげられる。

 表I挿核時供試貝の健康状況
       健康状況       ㌧＼供試貝総数.健全負数病変員数罹病率

       1群StreptO工nア。in個16個1董訴華了個個個8・34%93.ア
       2群1PθniCiユエin1627528Z5

       3群StrθlP.十1Pθni、16.÷{44100       4群挿核・無処理16一42100
       5群無核・無処理15(開設せず).
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表皿第1回薬液処理(8月2日)

    一茶一、個数処理時間処理経過
    1群StrθptO町Cin16個一6・O分1艮。典1箕。。分二...1
    丁
    =PθniCiユエin166012-Oア～13-Oア

    3Strep.十1Pθエユi.166013_13～14_13
    一'■薮、
    昌trθp.十Pθni.96口14-Oア～15一一07

    一'一万て天原    strep、斗Pθni.10ア6014-8一～15J8(47個15-23～i6-23(60個)
    1挿核は室内にて実施

表畷 第2回薬液処理(8月9日)

    群別個数処理時間処理.経過
    1群

    St「芋緊C1n16個6口分1巽3紋14壁38分1ミ
    lPθniciユエint660'1HO}414石.
    3群etrθ.十1Pθni、16一601上53》5r53
    越冬群自trθp.十PθI1i.96015-15～16」15
    別口大原

    strθp.十Pθ雄.・10ア601-6二北んイ7_20
    1・全般的に活力が感じられ,ハサキ出現45%在るも本格的で在い。

2.

 全般的に活力が感じられ,ハサキ出現45%在るも本格的で在い。
 設置近くの海岸山蔭を利用して実施

 表w 第3回薬液処理(8月16日)
       (表層水温297℃14時

       ＼群、＼＼個数処理時間処理経過浸漬蓋槽簑の島一
       11群群日tre1Pto町。in1弾分60時時分。13-42～14-42C308皿6℃31.2℃
       2群Pθnici■■in1.66013-47～14-4ア30.630.631.0
       3.群strθp.十Pθni156014-2.5～15-2530.130.630.8一
       越冬群島trθp.十Peni96014-25～15-2530.130.630.8

       別口(大原⊇strθp.十PθnユL1066015-O～16-015-35～16-3516-03～1アー0331.O-30.6130-830.8-30,830.830.8ミ0.6-30.6

1
,
2.

 ハサキ出現状況1群50%,

 処理場所第2日に同じ
 2群50%i 3群20%,越冬群100%一
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 表V群別病貝(後遺症),へい死「巻き」の状況

       巻き       ト＼病変率(後遺症)へい死奉上申一一■■■下
       1群8trepto町。in%前.9%12.5二%4ぎ47%30.43%26.08
       2群PθniCiユエin3ア518.762.58.ア518.75
       3群8trep.十Pθni.50.O18.760.8621.ブ31739       4群挿核・無処理43.725.053.3333.3313.339月27日～12月13日の敵盗難4個を含む石1ぱ挿核の上鮒θp+Pθ口i処理チa2ぱ挿核。無処璽       5'群無核・無処理23.013.33一一一

       尻133.333,3311,1133.3355.56

       越冬群焔222,2023.00076ド
       別口(大原)(閉殻せず)196一一一」

 9月27日～12月13日

 鮒θp+Pθロユ'砥里

 協2ぱ挿核。蛙処理

 表w群別観察結果

 1群(etrθ1P亨g皿ycin処理).

             泥ハサキ足糸の状況病、変巻き、有機・珠一一、色味流れ珠              卓珠数             左右左右.㌧左一右左右
             1や』良・一◎○.・大2

             2普通舟十△○2
             ・3"◎丁1
             4.一良。◎小小1
             5不良舟冊△△申申申申2
             6".・一(く謝症状△X2
             7普通糾×○大大中o
             8不良△△小大小大一2
             9"△大1

             一〇

             10"冊冊(く謝症状)一2
             11"冊冊〃).2
             12や㌧良○大             13〃◎11
             14普通!■○1◎中2
病変(冊重症度十卜中症度十軽症度)
 巻き(◎厚巻○普通△や㌧薄い×薄巻,素玉)

 有機珠(その形成を大中小)色味(その度合いを大中小)
 流れ珠(その度合いを大中小)
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 2語(Penicillin処理).

             ハサキ足糸Iの状況病一変巻き有機珠一色味流れ珠             〃珠数
             左右左右左右左右左右

             1普通廿◎◎中2

             ・2"◎◎小2

             3不良.十什△合申中2

             4〃十○O'申小2一

             5普通十△申1
             一」L

             6〃冊×大二1

             ラ不良冊什一○○大大大大2

             8"(く勧症状)2

             9普通◎◎中申2

 3群(streptomycin　＋　penicillin処理)

             病変巻き有機珠色'珠流れ珠             ハサキ足糸の状況珠数             焔左1着左右左右左右左右
             1普通○O中申.小2

             丁「良十ト十ト△△.大大小小2
             冊鼎大小2.

             卜÷仲1・リキークー△△大大大申2.
             ∴◎◎小小
             6良㌔δ.小

             .一一2一一一2一一2

             ア普通什Iポリキニ○一ター○中申
             8"◎◎小中2

             9"○○ノ」・中2

             ・10普通・1+村ポリ柚一△○小2
             1↑不良〃(重症度異状隆起唇形成)2

             L一__∴              "十'十〇,中中1'
一一1

 一ヌペ5一



 4群(挿核・無処理)

             ハサキ足糸の状況・病I変             泥巻き有機珠色味流れ珠.珠数
             左右左右左右左・右左右

             t不良◎申1

             .2普通舟○小大小1

             3良◎1
             4不良十○○大申2
             5"柑○小1

             .6普・通○㌧中L申1
             7不良糾○大ザ2
             8普通△大F'「■I斗中1             9"糾く勘症状)「1
             10"△小

             11一"一・冊冊△一△(核周辺沈滞コヰ∴1             1・㌃11ア

 5群(無核・無処理)一.

           ハサキ足糸の状況病変巻き有機珠色珠一L''一■■一]'左右左」右左1者定■⊥十流れ珠珠教一一''           〃左右右
           t良

           0-I一一一

           2〃

           3不良内狽に由哀二重生殻形成
           4普通

           5〃一
           一'

           6十1+不良ボ怜矢舟
           ア良

           8〃

           9普通

           10'〃村

           11〃

           12〃十十

           13"
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 越冬群(streptomycin　＋　penicillin処理)

             佑t

             “巷・き有機珠色味流れ珠珠数             い〃ハサキ足糸め状師左右左右左右左右左右
             1不良冊冊△△くされ2

             2"一十冊△くされ2

             三;"○○申大中2

             .4普通・一〇.小1

             5不良冊大十1             6普通÷『◎小I1          
    

一

 越冬群(挿核・無処理)

             一焔2'1

             1'栃ハサキ足糸一の状況病変巻き1有機珠・色一∴一珠流れ珠珠数             左右左右左右左右左右
             一一

             1不良くされ症状2

 
            
一

             2普通◎◎申2
             一

             5"一一ボリ              ターO;小1
             4不良冊糾○O(くさ拘2

             盲.。.一.'グー.スされ症状、・1■一一'一1             6".・甘廿△ポリキー一タ_
             ア普通O小!1.

             8一"○○大大大2=一`一τ             しg"1.・こ・一≡◎レ幼ぷり

 結果と考察

 苧I報セ舛茸連健全貝,第皿報でぱ不健全貝(人為的に低下させた)・を用いて薬剤処理を行
 1庄っ走が今甲件管率貝午よる反復処理について追試し走。その結果は表Vに示すと拾り病養に
 叶て挿核群では宇t・・加町…処理・脇・θ・…ユユ・・処琴・脇…θ・・十
 …Pθni.処理50%,揮核無処理52.3%の病変回復率を示し,へい死では自t「θPto皿yc羊n
 1の1215%櫛氏でPθniciユユin及帥町十・eni・がそれ仰1・ア%て挿核鰍
 二理ぱ2畢O%で最嵩を示してい岩。重た無核蕪処理が1“%と挿核無処理群より大きく.低い値
 1を示したが・これは挿核という人為的刺激の影響からうかがわれることと挿核処理の有意性が認め
 .られるものと考えられる。また珠の「巻き」は厚巻さではPθniCiユユinとSt「θP+
 1芋城壬=.磐込乏O争台でついでstrePto町cin処理40%台・無処理5口%台と左って
 いる。平均して処理群が無処理群よりよい緒果を示した;在拾別口の無核無処理107個のへい

 一る・67一



 死率は196%でこ砿挿核魑融婦く1・、挿核無処理よ脆い結果を示し雌ち玲寧処理の
 有意義が認められた。以上のことか一ら大体次のように考察される。1)病変貞であっても薬液
 反復処麹により串定度以下の症駿は:回金余計能であり,かつ重症度であっても薯し～=ぺい死率を
 低下させ得る。2)病変異でも遊坪亭薬剤反復処理によ負事戸程度正常在真珠生産(本年度打
 ち抜き可能珠は約25%)も見込ま地よう。
 終わりに本試.験実施期間中施設の保安維持及ぴ材料の分譲と貸与その他作業上の御協力をい

 ただい走大原真珠社長大原政彦氏に厚く拾礼申し上げる。

 要一・'約I

 1.全罹病率8ア5%～100%う.ち華症牽50%～100%の母貝を抗生物質ストレプポマイ
 シン,ペニシリンの単一反ぴ混合薬液による反復浸漬法によりその50%が回復し,へい死

 ・率1-2.5%～25.0%に抑止され走。

 ・珠?巻きも州・・～棚g・坤巻きで真珠質粋良腋状態まで麟回復レ正常
 珠25一%が見込'まれる結果を得た。・

 3、以上のことから薬剤処理と蕪処理との差があきらかに認められ,薬剤処理による予防措置

 差いしは病変抑止あ有意性が認めら柞た。..(まとめ豊田茂樹)

 奉。窄部長豊田茂.樹
圭旦当

.主任研究員新村巌
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 昭和39年度～41年度におけるクロチョウガイ
 (Pinctada　margaritifera　Linnaeus)
 病害予防試験の総合結果と考察

Iはじめに

 クロチョウガイ(Pinctad-aMa「ga「itiferaLinnaθu8)病害の病徴は,

 1)外套膜の変性萎縮2)I真珠層の黒色沈着(嬢様粘液塊と津様物質の沈着)を主徴とし,

 .こ,の病徴貝は外早上からは鱗片の出現が在く一見してそれと判別できる場合が多い。したがっ
 てこのよう在母貝に挿核しても良質正常な真珠生産が望め衣いのみで淀く,挿核という人為的

 '1刺激によって更に病状は昂進し遂にぱへい死し1その率は20～70%に辛挙す私病害の今
 一つの特徴は挿核後ア日～15日位の間に急激かつ流行的に発揮し,5日～10・臼の間に最も
 一高いへい死泰を示している。病害発生時期は夏季高水温期に限定され海水温の下降する10月
 以降では前記後選症状は認められるも発病は在いようである。病害の原因としては,まづ第1

 に挿核前の母貝休養の不十分による罹病誘因と第12には挿核による健康低下が主在要因とみら

 打,このよう浸悪条件によって容易に病原菌の具体内増殖を増進させているものと考えられる。

 一方この病原菌は,病貝,海水,底質からの分離及ぴ分離菌の接種等から桿菌(P8eud・o皿。-
 na日)類似の2種の菌(A菌及ぴB菌)が検出され.うちA菌の血清学的2型(AO型,

 Aト2型)とB菌のき種が復元培養で多数検出されたが,これらの菌はいずれも組織内で増
 殖した'ものとされている。また県内の養殖場である佐多(島泊),甑島(浦内湾),垂水(海
 潟・麓熔岩入辻)あ海水,底質,一病貞から分離した菌からA菌が広い分布を示し,しかもこれ
 ばAO型であることから本県で発生しているク回タヨウガイ病原菌はB菌よバむしろA菌と
 推定されるにいたつ走。一一

 次にこれらの分離蔚(均型一4株,A3_2型及ぴB菌の6株)につい下その薬剤感受性(抗
 生物質自trθ1Pto町。in他8種)を検した結果ム0とムト2は1Pattθrnが一致し,B菌
 はこれと異をる=Patt-ernを示すことが明らかにされ,かつ,A菌は皿工ythrO町。in,

 Ooユi日tin,Pθniciユエin,S1=rθptO工nycin,Chユ。ram=phenico1,
 ○ユe肌d-o血ycin等に感受性が大であるが,B菌ぱr般に感受性が低いことがわかった。

 このよう在病因菌の分祇性状等から病害予防措置として次のように考察した。
 1.薬剤処理は浸漬法による反復処理がよい。

 2.予防の時期は菌の増殖期の8～9月とし、適当在間隔を赤いて反復処理が

 効果的である0

 3.使用薬剤はA菌に対応できるもので,経費負担のかからをいもの。

 4二薬剤処理による真珠形成えの影響を考慮し,用量,浸漬時間の検討が必要

 である。

 5・母貝の健康度(管理の良否工と薬剤処理効果との関係を明らかにする必要
 がある。

 以上の5項目について昭和39年度～41毎度に赤いて試験を実施し男1蝿の結果を得,クロ
 チョウガイ病害予防上2,3の知見を得たので総括して報告する。本試験実施に当たり当初
 から懇切売御教導と御協力を賜わっ走鹿児島大学医学部細菌学教室主任一教授平野清寿博士並ぴ
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 に同教室各位に心から敬意と感謝申し上げる。また現地に拾いセ施設管理等御協力され終始労
 を惜しま柞左かった大原真珠KK社長大原政彦氏に厚く持礼申し」=げる。

 .皿薬剤処理と結果

 供試薬剤は鹿報分離菌の薬剤感受性結果と経済的面から航rθptomycinと1Pθni-
 ciユエilユの2種に限定し,処理法としてぽ用量StrθlPtO皿ycinlO夕/54,lPθni-
 ciユエin2口9/54の海水溶液に挿核直・後60分間浸漬によっ走。

 以後の浸漬処理は,39年度ぱ5日経週後に1回行左い,40往度及び41毎度はア日間痛に
 て2回行衣った。供試貝は39年度では普通管理による健全貝で,40毎度は人為的に極度に
 健康度を低下させ衣不健全員で41蛙度は偶然にも病変貝であった。そのため期せずして,健
 全群,不健全群,一病変群の3群による比較試験とをった。試験地は汚染海域である川辺郡坊津
 岡下地先にて継続実雄した。試験期間は民間業者の慣行に一致させ各住慶とも7月下句に母貝を
 購入し,挿核ぱ8月」=句～中旬で12月中旬取り上げて試験終了とし走。各任度に拾ける試験
 群区分を表Iに,群一月蜻害発生を表亙に,また群別へい死を表孤に,真珠の巻きを表wにそれ
 ぞれ示した。

 表I試験群の区分〔39㍗4.㍉年度)

    諭＼_処理嘉主1…    1群Strθpto町。in

    2群lPeniCi■ユin揮核す一
    一一

    3群strθlP一十Pθni.挿核す

    4群処理せず挿核す

    5群処理せず一一■一1L一一掃核せず

 表皿群別病害発生(39～41年度)

          39俵度(健康貝)40毎度(不健康測41生産(病変異)

          年群一.＼乏.供試員数処理回数病害I発生率供試員数処理回数病害発生産供試員数処理回数一一一一一病害           発生率

          1群strθpto皿ycin個202回%5216個3回(93.7%)50.9%
          2群peniciユエin202o323回引%163(8Z5%)375%..
          3群strelP.十Peni.2口2049320.416.3(100%)50.0%
          4群群挿核無処理2口一5248一8.3一16一(100%)43.7%
          逆33一引32一ξ115■て)26.6%
          (注)1。病害発生率は試験終了時真珠層黒色沈着の後遺症を認めたものの群別比率を示す。 病害発生率は試験終了時真珠層墨色沈着の後遺症を認めたものの群別比率を示す。

 2.41任度病害発年率欄申()内数字は挿核時開設観察により病変症状を確認し定
 率を示す。
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 、.泰蛆、  群別へい死(葦g～41年度)

          伍39年度(健康貝)・・年度(不健康む年度(病零          度

          群別供試員数一処理回数へい死率供試員数処理回数へい死率供試員数処理回数死率
          1。、群8trθptoWcin20個2回%50一・一1凋3回lZ5%
          2.しpelユiciユエin2025.0個323回引%16318.7
          .。.'.3・^、群strθp。一斗Pθ早i.202・5刀493.2.416318.ア
          4群一掃核無地理ぺ20一10,0..48・32』]・16一。21-5.口
          一無核無処理一33一3-332一015一一13,3一

          別口(無豊3%1匹⊥__⊥___

弔

 10二」.__⊥___

          '11■'、''1■]』、1.一、I.■.^'

          r∴39毎度(健康貝)40全度(不健康貝)π確(病変異)          上下一上中..下上中下

          1群・%34ブ8%1ア3912二00%88打0%一          strθlPtO皿yc-in12.OD%2仙0%幽.00伽声皿4戸%26.08
          2群1Pθniciユエin≡20.51          2815921.団79一侶          18'834.09とη3φ2-5011一.8.758.75
          '…一

          3群          strθ1P.十Pθni2812巴2&ア5出1・・ト・12.94一一4705一団.o口60.86一一妄、π㍍、           o一一一

          4群
          挿核無処理0O00.0053.3333.33葦・3…

          5群
          無核無処理一一一}一一一一一

表飾  真珠の巻き  (39年度～41年度)

 (洋)1.「巻き」は有機珠,流れ珠であっても巻きの状態のみを上,中,下に判別したもので,
 上は厚巻き,申ば普通の巻き,下ば薄巻き及び奉珠である。%は各群に益ける浜揚げ
 I時給訣数に対する比率を示す。

考察

 1.薬斉1」処理と病害発生

 表皿に季すように母貝が普奉健全貝であれば薬液処理.回数は少友くても(39年度)病害発
 生は極く低く,また不健全員■(40毎度)在いしは既に病害を認めたものでも(4{毎度)薬
 剤処理g有意性力聰められる6特に41年度疾変群に拾いてその50%以上が回復しているこ
 とほ注目される。処理群別ではPθniciユエin及ぴS1:rθPtomycin+Psniciユエin
 .処理がStrθ1Pto皿ycin処理・よ力もや㌧有効左よ・うであるが,これは歯の薬剤感受性ともほ
 ぼ一致してい机凌拾,40年度strep.十Pθエ1i。処理に高い病害発生塞を示しているが,
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 これはこの群に強度の不健全貝が集中した結果と考えられる。しかしこの値を民間に拾ける過

 去のそれと比較すると非常に低'く・かう・11、い死蜘て赤いても予想以上に低い値を示したこと
 ば薬剤処理によるものとみることかできる吉
 2.群別へい死

 クロチョウガイ病害で最も恐れられることの一つは挿核後短時日に集団的に多数のへい死が

 みられることである・薬剤処理群は表巫に示すように各年度を通じて非常に低いへい死率で殊

 に40毎闘重度の不健全早が処理日数t回多かったとい5だけで39年度の健康貝のへい死率
 章相当下貝り牟値を示したことと,∠1任慶の病変貝群で僅か12.5～18.7%に過ぎ左かっ
 先1ど差は予期し差かったことであき阜参た薬剤処理の結果とみることができる。
 3.真珠の巻き

 薬剤処理にあたって最も懸念されること亭それによって真珠の葺きに悪影響を及ぼすのでぱ
 をいかとりう≒主であ兆これに㍗てほ既報でその影響は率めら柵いと報告し先カキ.表
 Wに示払阜嘩きそのものには左んらあ影響は洲ものと考えられる・れしここでは巻き
 Iの良否あみを判別したが,個々の珠につらてぱ有機珠,有色味,流れ珠がありこれらについて
 はその要因が薬剤処理とは別年三拝核部位;母貝の大小と騨サイズとの関係,あるい蹄核
 数との関係に主に基国す季と考えられるので直接的友薬剤処理ξの関係ぱをいものとした。ま
 た原核材質†接着剤の種類についても巻きと嫡畔舳峠牟ら仏
 4.病害予防措痘めあり方

 39住度～4!毎度に拾いてク『'.才亨ウガイ妨害予防措置に関する一連の実験結果から更に
 今後追求すべき事項として・牟ξ。喜は病原と売る離が他にも確与るこ.とが敬られること
 牛・薬剤についても経済的左面を度外視すれ牢孕強力をもρが考えられるがしかしそれら
 についてぱ今後ρ調査に師とし七・…こセはこれまで瞬剤処理結果から微予防(抑止)
 効果を基礎にして処理法の1例を示して拾く。

 1)基本的考え方として

 病害予防を舛そ÷き・幸坤乱差坤は幸二≒雛とは,.、9)母貝の正常売管理に徹
 底するこξ。←〕そのよ身庄母貝軍理歩左されて始めて率剤坪理ρ意義があること。㈹薬
 剤処理の目的を罹病の未然防止と病状進行抑止に去くこと。

 …)薬液処理について
 下表に示した用法は諸種の薬害を考慮して直接病原菌を殺滅するのでは左く,その増殖

 を抑止して跨々に回復させる目的で・したがっ.て反復処理によってその目的は達せられ
 る…とと咋触磁前の瞳は予防効果を高めるためのものである・航処理回数
 は最少竿示九.したがって母貝の鱗状態や海紅よっては処理同勢の増加鰯し
 い。

        処浸漬処理回数
        薬品名理用量時間挿核前挿核挿核後"

        ＼一.ト10日直後7日目14日目2
        ペニシリン
        (lPθniCiユエin)40仏0460分1回1.回1回1回1回
        ストレプトマイシン半ペニシリン        (日trθ1P.十1Pθni.)2物0片4物0460分1回1回1回1回1回
        ストレプポトマイシン
        (8treptoエロycin)20仏0460分1一回1回1回1回1回

,

 ペニシリンは19t0万単位とす
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 (注)イ・使用準剤は感受性と予防結果から判定して上から順位に配列したもの
 口・処理を必要とする終期は9月末と考えてよい芋うであ孔
 ハ.薬斉目溶液は2回使用として,海水1-04で1回の浸漬個数は60～万個可能
 であるから薬価は1回母貝1個当たり8円内外である。

要約'

 1.クロチョウガイ病害一(外套膜変性萎縮,真珠層、黒色沈着)の病原菌が桿菌類似のA菌及ぴ

 B菌であることを検出した。そのうちA菌のA0型,Aト2型と1B菌の3種が復元培養
 で多数検出され,うちA菌が広い分布を示し鹿児島県で発生したクロチョウガイ病原菌は
 B歯よりむしろA菌であると推定された。

 ク。癖佳菌の奉剤感受性を抗生物質Strθ帥O町。in他8種で検した結果AOとA3-2ぱ
 Patternが一致し,1B菌はこれと異売るPattθrnを示すことが明らかにされ,が
 つ;・ム菌はErythro皿ycir』Coユistil〕,Pθniciユエin,Strθ1Ptomy典
 Ghユーb土a皿Phenicoユ,Oユeand-o町。in等に感受性が大であるが,B菌は一般
 に患受性が低いことがわかっ先。.o

 至病原菌の分布は県内汚染漁場の海水,底質からも検出されたが,クロチョウガイに感染後

 は体内増殖するととが確かめられ,したがづて予防措置僖罹病貝の薬液浸漬法による反復
 処理が有効であると考察した。

 一j4・薬液処理貝の中間観察結果からクロチョウガイ挿害は]0月以降の海水温下降期には発生
 してい榊ことを確も。一予防鑓の終期ぱ・戸李と考察した・

 5.薬剤処理群は対照群と比較して,病害発生,ヘレ死率,真珠の巻きに拾いてその有意義が
 認められ,特に健全貝の場合顕著であるが三不健全左いじば病変異にも看効であることが
 認められた。

 6。薬剤処理が真珠形成に及ぼす影響は,この処置法てば認められ在か一った。
 ア1・以上の結果と考察からこの処置法にてH応、予防の目的を達し得るものと判断し,総合的考
 察の土病害予防措置としての基本的老え方と薬液処理法の1例を示し走。

(担当豊田茂樹)

1.一
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 鹿児島湾におけるフジツボ付着状況調査

 調査鯛＼
 昭和川年4月～42住3月

 場・所

 △姶良郡福山町大廻地先

 △鹿児島市大崎鼻地先

(フジツボだけ)

調査方法

 ㌶島。_鰍二こ二㌦
 檜板を前記2箇所のアコヤ!,
 鷺鵜㍍熟㌧
 よ?二二機機黒
 板の各面に付着したフジツ

 ボの量を観一察した。

 ○対象貝

 昭和4b年度に引続きフジツボの付着状況を調査しあわせてアコヤ貝の生長度試験を行った。

 第1図調査地点と垂下図

海面

 (£国分■T'
 、大崎軸＼

 、鹿児島!!ノ1山パ
 ノい児＼、4"口
 ＼㍗15"[コ

 、㌧∴、。
 。ノ/、工

 フジツボ付着板と同二深度の2,4,6,8,10,mの各層に1寵60徳を入れて垂下毎月1回月初め
 の掃除終了後に重量を測定した。

 ○生長度

 別区のと拾り5点に赤いて180個を3m線に3籠にわけて垂下し,月初め1回の掃除を行い重

 量幾預㌻.福山町大廻部L,ヘ

 ブジツボの種類ぱ40年度と同1＼

 練二:二二ボとサンカクフ、。肌一)・m
 40毎度6皿層まで試験したもの

 を41鉦度は10皿層まで試験を

 実施したところ。結果は別表のと
 .佑150m1

 券りであるが,10皿層ではア月
 、κ4

 までフジツボの付着が少く,左巻

 対象貝に拾いても10皿層に苧い対フ榔
 てば生長率は最高を示し生残率に・象ジ

 捨いて!・弊次いで第・位で.・量二一第、図福山町の垂下点
 あったことはフジツボの付着が少11一調

 下査・
 いため貝掃除に無理し左かっ走こ一点点

 一37・'・



 とが好結果をもたらした原因では左いかと考えられる。.

 担当'前'}旺'j耕作

福山

大崎鼻

 第3図調査地点の水温変化

 第4図対象貝の生長度(体重)



(福山町)

         設置設置取上水
         時の'2皿4

         表面サラササンカクフジツボサラササン
         月日水温月日          フジツボフジツボ計一の占める.         割合フジツボフジ

         3.16静4.1go00一口
         3.3115』]5.4202一0

         4.19ユ8.ア5.1757108165一21

         5.421.86.27;8075,93813,745十Z9945.4
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         8.162ア59161,02901,029十16,616
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 ll!葺

深別着生教

サンカク

フジツボ

0
0
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0
0
0
0
0
0
0
0
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421
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τ37

0
0
0
0
0

計

0
0
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ユ3.408

1.2.889

7814

12.890

4.367

1.582

2.639

16,6て6
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;.689

4.525

1,28ア
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266

0
0
0
0
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フジツボ

 の占める
割合

十

甘

十

鼎

 十ト

糾

廿

叫

十

十

 中ト

十

十

サラサ

フジツボ

0
0
8

4.900

6,02ア

6.541

0.122
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1.189

3.132

4.015

983

263

4.465

2.530

1.050

3.318
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0
0
0
0
0

            6m8血10皿

            ササ=力クフジツボサラササニ功クーフジツボサラササ肋クフジ“
            ボフジツボ計の占める             フジンボフジツボ計            割合の占めろフジツボブジツボ計の占セ            割合割

            O00一0OO一O0O

            000一00O一O0o

            81826一10414・000

            03,3158,215一44041ア857一4853101

            ア4,77710,8口4十5,0583,3038,361一547343・880

            13,2392780糾10010■685100785一

            22,330{2,452叫6,4541,6058,059十ト5812,1192,700I

            0O5,250十ト3,05103,051十峠κ720672

            9口1,189十1,202O1,202一十トト1,…8401.284十

            203,132十←ト2,42402,424一→→十2,25102,251.'

            504,015一H一8,27808.2ア8一十糾一6,51006,510十

            30983十434O434■3860386

            3O263一163O163一89089一

            504.465十←3,55203,552十1・・29ア0297叶

            01,3183,848件3,1236593,782糾3,5521,1004,652十

            O2241,274十1.2423241,566一十ト1,4605812.091十

            81.2404,558廿2,65ア1,3ア74,034一←←2,1131,4323,445十

            5321696一887ア511,638一659464/,123→

            01717一01010一o3939一

            0OO一0OD一0.0o一

            OO口一oOo一O00一

            OO0一000■O0O■

            OO0一一0口0一.O・口O.一     
       
!

224

1.240

321

17
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0
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1.274

4.558

696

17

0
口
0

0一

十

廿

1.242

2,65ア

887

0
0
0
0
0

324

1,3ア7

ア51
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口

フソツボ
 の占める

合
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十1一

 十ト

十

 一トト

十

十卜一

十
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(大崎鼻)

                    設置設置時取上水深.別着一生数
                    の表面一2皿4'工n6皿8皿                    フジツボフジツボ備考                    月日水温月一日サラササンカクサラササンカクサラササンカク.フジツボサラササンカクフジツボ

                    フジツボフジツボ計の占めるフジツボフジジボ計の・占めるフジツボフジツボ計の占めるフジツボフジツボ計の占める                    割合割合割合割合

                    1'52℃個個個個                    4.i9個                    3.16個                     O0個個                     0個個個                    OOOOO0個                    '一一OO0一10工n層は深度の関係で実施

                    3.3114.45.9O11一OO0一O'OO'qOO一できをかっ走。.
                    4jg16.O5,18088、{12一O{き18一o88一

                    5.918.26.78,2071,0852371十Z169513Z682十Z616203Z8ig一4,15ア6714,828一

                    5,1822.26.1612,224562,280・1+卜3,28432013,604神3,1684013,569糾g328ア66D,094一ト←

                    6.ア23.571613,59378314,376十H+一11,O0296911,97t淵8,1051.331g436判5.5845496,133朴

                    6.1622.9'ア1611,0334811,514十1,66ア47212,139十23658950,250}8,1121,2172329廿

                    ア624.38.44.9572885,245一H一1,630。861.ア16十ト1,610991,709甘963741.037十

                    Z1624.78,181,6781331,811甘2,1211252.246一出・・70095795→什3,6861.173,863・十ト

                    8,4297931,054851,139仙1,089531.142十1,1271801,307十964551,019十

                    8.1828.9919404一80O80一83O83一200O200一

                    9328.310.5155O155一26{0261一216o216一33O33一

                    91925.310.181020102一10ア0107・1480148一1アア01ア7一

                    10.524.411.466口66十15281ア969十4737101,183十十一11ア621,1882,950廿

                    10.1824.211,18114455569一428566994一2,1038983,O01什2,5451,34τ3,876十

                    11.422211.308ア63351,211・9241541,Oア8一十ト・1,1214801,601†ト6096321,241十

                    11.1821.412.199973172一・106125231`12315ア280一O592592十ト

                    11.3020.81,522224一33245276'O463463一0592592一

                    t2.19tア31.173535アO一1531262ア9.1341362ア0i325318643一

                    1.516.81.31OO0一OoO.055一02020一

                    1.{ア15.72.16O'OO一OO0^OOO一O0O■

                    1.31I1583.20OO一OOO.0OO一0口O一

                    2.1614夕3.15OOO一OOO^OoO一OoO一

註一

十

件

 10%以下の附着量

10%～39%"

40%㍗69%・

 什一70%～99%の附着量

 冊1.00%以上(重り合っているもの)

 一3ア8～3ア9一



 水深別アコヤ貝の生長度比.較

                                  泉5月4日6月2日7月1日8月1.日9月1日10月3日11月1日.12月1日1月11日2月1日.2月28日                                  測定平均測定平均禰正測定平均補正測定平均補正測定平均痛正簑ね補正忠補正測定平均摩老測定平均補正測定平均補正測定平均補正                                  平均平均平均平均平均平均平均平均平均5月4日よ
                                  度＼数量重量数量重量日間数量重量日聞数量重量日聞数恩重量日欄日間日間数量重量日間数量重量.日間                                  生長率数量重量日間                                  生長率生長率生長率数目重量日間                                  生長率生長率生長率生長率生長率生長率妙生残率

                                  コ9コ8砺コ9%0.43コク962%O.54コひ。多.α。矛コ5。ξ1.。香コ←・・多肇1.02コ                                  2地2。・タα7多コ                                   5353ダ2865%コ                                  606.8060ア50α20568」〕33リア多%コ                                  525252520.29520.33521・・ξ二α1多・・8.
                                  4606-8860ア660.4{59ア880.09472360-51460.430.35445.211.1944α900.834325.700-644129760.354131.ア10.4341罰.00一一0.1968.3

                                  6606.5160ア160.3659ア3ア0.09458.880.58391.020.6ア395.511,063821.571.t13826.9アO.8て3431.470.353333.330.283231.56一0.1g53.3

                                  8606.5060アOO0.2956ア850.3フ529030.44461.730.81435-93O-964321.9ア1.20412Z93αア43830.530.213831,840.333831,84063.3

                                  10606.8060ア500.4358ア75山1一51ig500.6550ミ2,200.85498.461.224824.581.004812958.O.674632.83j0.244633.480.2046135アO,0.09ア6.6

 アコヤ貝の場所別生長度比較
                        '`一'`■

                        、調査月日

                        ＼分5月4日6月2日ア月1日8月1日9月1日10月3日測1妄月斗、1姜月嵩1月11日2月日2月28日備考                         '一一凹一

                        測定平均測定平均測定平均測定平均測定平均測定平均測定平均預1j定平均測定平均5月4日より
                        、

                        記号＼、数量重量数量璽量数量重量数量重量薮量重量数量重量数量重量干、わ数量重量数量重量数量重量の生残率                        コ8コ1748ア85コ8ア52コ%多コてα。夕コ穿16.06コ                        180。2.1タコ                        泥1168132131127;。。タコ                        6.70136ク2976コ                         ユ2712ア12ア穿31.40ア0.55

                        21806,241ア9Z0716675313593313010.42127172012522.8012326.0512230.90㍗230.081212Z046Z22

                        31806.52180ア4ア165Z9614210.0713811.55138192713ア24.4513428.6113331.ア213332.93132.32.3473.33

                        41806.アo180750157ア6・113194613110.6812816.2812821.711271&7712728.1812728.74127293アア0.55

                        5強風により落下測定数の減少し

                        1ているのは薙死に
                        よるものである。.

 一380～381一.


